
  

【はじめに】 
当サークルは、「萌えで観光振興・町おこし」

いわゆる「コンテンツツーリズム」の研究を、

2015 年夏より本格的にスタートさせました。 

「コンテンツツーリズム」は、「知る人ぞ知る」

という程度の地域資源が、アニメ・マンガ

等のコンテンツを契機として見直され、掘

り起こし開拓されていく、という流れがありま

す。これに魅かれての研究スタートです。 

この分野の研究に際し、自分自身の全国各地

への同人誌即売会参加・評論経験、特に作品

「聖地」で開催される同人誌即売会へのそれ

が生かせるのではないか？とも（明確な根拠はあり

ませんでしたが）何となく感じておりました。 

加えて、自分自身が「中小企業診断士」として活動

する中で得られた知見や、これまでの職務経験を生

かせる可能性も感じておりました。 

自分自身の興味に加え、経験も生かす事で、開陳に

堪える程度には研究成果をお出しできるのではない

か。そう思い、研究に取りかかりました。 

 

元来、自分は、同人誌即売会の評論がメインの活動

ジャンルとなりますが、即売会評論の原点は、「全国

各地の同人誌即売会を、数多くこの目で見

て回る事」にあります。 

元々は「各地の即売会の良い所を見て回り、将来同

人誌即売会を主催するに当たって参考にしていきた

い」いう思いからのスタートでしたが、色々見て回る

中で、即売会を見る目も、少しは養われてきたような

気がします。加えて、即売会で成功するには何が必要

なのか、という法則性も少し見えてきた気がします。 

 

この即売会評論の方法論を、「コンテンツ

ツーリズム研究」にも応用できないか？ 

一つ一つの事例を、細かく研究。それを無数に繰り

返す事で、コンテンツツーリズムを成功させるため

の「法則」を見出せないか？と挑んでみました。 

その結果、2015 年冬のコミックマーケットにて

刊行致しました「コンテンツツーリズム取組

事例集１（主に東日本編）」では、10 以上の事

例を細やかに分析しつつ、一定の成功法則を何と

かひねり出す事が出来ました。 

 

とは言え、2015 年末の時点では、あくまで東日

本中心の事例研究に留まっており、まだまだ手つか

ずの地域・事例を残しております。 

いや、本書２巻目でも各地域の取組を収録しきれ

ない事が判明。まさかの３巻目突入が確定…。 

（３巻目は、２０１６年冬コミ刊行予定です） 

 

私がひねり出した「成功法則」も、理論的に「穴」

のある可能性も否定できず。「仮説」レベルでしょう。 

本書「コンテンツツーリズム取組事例集２」におい

ては、これらやり残しの事例を詳細に研究。その上で、

前著でひねり出した「成功法則」を再度検

証していきたいと思います。 

まだまだ不完全な研究・考察だと自覚しておりま

す。というか、勉強すればするほど己の不勉強

を自覚させられる、とも研究していて感じており

ます（苦笑） 

未熟な研究ではございますが、本書も引き続きお

付き合いをいただければ幸いです。 

 

本書の刊行に当たっては、サークル「かんたん

のゆめ」NT/fiv 様より、画像提供・表紙デザイ

ンにて、多大なご協力をいただきました。 

また、コンテンツツーリズム先行研究者の皆様方
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や、某中小企業診断士・勉強会メンバーの皆様方から

も、多くの示唆と知見をいただいております。本書執

筆に際し、確実に血肉となりました。 

謹んで御礼を申し上げつつ、前書きの結びとさせ

ていただきます。 

 

2016 年 5 月吉日 

ＳＴＲＩＫＥ ＨＯＬＥ 花羅拝 

 

【お断り】 

表紙画像ご提供時の予定構想と、実際の執筆内容とに変更が生じた関係で、表紙掲載画像と本文とが必ずし

も一致しておりません。予めご了承ください。
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2014 年秋に横須賀市汐入で開催される予定だっ

た「艦隊これくしょん」オンリーの同人誌即売会「浦

賀船渠ノ航跡」中止事件は、当初告知されてい

た催事中止の理由に不審な点が多かったため、私も

気になり色々調査させていただいた。（１） 

翌 2015 年春、中止させたがっていた（と思われ

る）スタッフが、権利者の名を騙って中止を迫るとい

う前代未聞の悪質さたる事が明らかになり、真相は

ある程度解明された。（２）（３） 

この事件を調査する過程が、「艦これ」をはじめと

した横須賀・コンテンツツーリズムの取組に目を向

ける契機となった。艦これのみならず、数多くの作品

で横須賀が舞台となっている事も知った。 

 

加えて、2015 年秋に埼玉県狭山市・西武文理大

学にて開催された「第 3 回コンテンツツーリ

ズム学会 論文発表大会 活動報告」。ここ

で私は、横須賀市でコンテンツツーリズムを取り組

む、横須賀市経済部観光企画課・集客プロモ

ーション担当の皆様とお会いし、多くの知見をい

ただいた。 

これを契機に更に調べる中で、同市観光企画課

の、縦横無尽かつ非凡な活動ぶりが明らかに

なった。横須賀を舞台とする多くの作品と提携。取組

も多様で、活動の幅広さに舌を巻いた。 

本章では、横須賀市（主に観光企画課）の動きを追

うと共に、これを補遺する形で、民間事業者の熱心な

取組についても述べていきたい。 

 

神奈川県横須賀市は、三浦半島中央部立地の都市。 

東京湾入口というロケーションもあり、戦前から

「軍港都市」として栄えると共に、港町としての

風光明媚さや軍事史跡等を観光資源として持つ

「観光都市」としての性質を有する。 

長らく横浜・川崎に次ぎ神奈川「第三の都市」とし

てのの位置付け。昨今では相模原市・藤沢市の人口急

増に伴い、人口ベースでは第５位に転落するも、なお

４０万の人口を有する大都市だ。 

とは言え、山がちの立地で、居住に適する地域もそ

んな広くない。造船等市内の産業にも、往年の勢いは

ない。首都圏の大都市にも関らず、人口は減少基調。

「限界集落」すらも存在している（４）。 

そういう事情もあり、横須賀市は、定住人口よりも

「交流人口」の増加を目指している。ビジネス

や観光・交流等で横須賀に足を運ぶ人口を

増やそう、という考え方だ。 

 

市観光企画課の取組は、この考え方に則っている。 

同課は、「観光事業・観光振興担当」「集客プロモー

【第１章】神奈川県横須賀市の取組 

地域振興へのアプローチ 「艦これ」「たまゆら」から「Ingress」まで、数多くのコンテン

ツを生かした地域への誘客 

地域振興へのキーマン 横須賀市観光企画課（集客プロモーション担当）、民間業者 

ここがポイント！ 

▶ 多様なコンテンツの舞台である事を活かし、多様なコンテンツとのコラボに挑

み、幅広い取組。特に横須賀市の取組の幅広さと、「Ingress」での実績が光る。 

▶ 民間業者も積極的。「艦これ」は市が関与しにくい部分を民間で補う構図。 
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ション担当」という観光振興や集客に携わる専門の

部署を持ち、多くの取組に挑戦している。 

取組内容が多岐にわたるため、一つ一つの紹介は

大雑把になるが、以下記して参りたい。 

 

 

【音楽や映画の舞台「横須賀」としての取組】

横須賀は、音楽・映画の舞台となった町でもある。 

山口百恵「横須賀ストーリー」や松任谷由実「リフ

レインが叫んでる」など、横須賀を舞台とした流行曲

は決して少なくない。司馬遼太郎の小説「坂の上の雲」

や、映画「蘇える金狼」も、横須賀が舞台である。 

これら作品舞台を紹介した観光マップを、コン

テンツツーリズムの第一人者・増淵敏之法

政大教授の監修を経て、2013 年 2 月、横須賀

美術館で開催中の 1970 年代ポップカルチャー展

「70's バイブレーション」合わせで発行。4 万部の

刊行も、すぐに品切れとなり 2 万部を増刷。市内観

光施設・鉄道駅で配布したようだ。（５） 

 

 

【アニメ「たまゆら」「アルペジオ」の舞台として】

アニメの放映に合わせ、舞台探訪に訪れる観光客

への取組にも、積極的だ。 

2011 年放映の「たまゆら～hitototse～」

は、横須賀市汐入が舞台。汐入の横須賀市芸術劇場で

はファンイベント「たまゆら祭」（2011 年 8 月）

（６）が開催され、同じく汐入・ヴェルニー公園の「た

まゆらトークショー」（2011 年 10 月）（７）も多

数の来場者で賑わった。 

民間ベースでも、たまゆら関連メニューを用意し

たレストランによるグルメスタンプラリーが開かれ

る等、たまゆらと横須賀グルメとをコラボした取組

（８）や、京急の記念切符発売（９）・市内ホテルの

宿泊プラン提供（１０）等の取組が見られた。 

当時の商業観光課（のちの観光企画課）も、これら

民間の取組を側面支援しつつ、同じ「たまゆら」

舞台・広島県竹原市に出展する「横展開」

にも挑んだ。（１１） 

2013 年には、第二期となる「たまゆら～もあ

ぐれっしぶ～」が放映。これに合わせ、ファンイ

ベント開催・記念切符・グルメスタンプラリー等、

2011 年同様の取組を見せた他、汐入から浦賀ま

で歩くウォークラリーも実施された。（１２） 

 

同じ横須賀を舞台としたアニメ「蒼き鋼のアル

ペジオ」の動きは、「たまゆら」ほど多くはない。 

ただ、旧日本海軍をモチーフとした作品と

いう事もあり、民間事業者の主導で、海軍絡み

のグルメ・特産品の増売企画を行い、ファンの

誘客を図っている。 

2015 年 1 月には、飲食店有志で結成された「横

須賀観光資源開発検討会」による応援企画が実

施される。同じ旧日本海軍をモチーフとした「艦隊こ

れくしょん」ファンの誘客で培ったノウハウ（詳細は

後述）が生かされているものと考える。（１３） 

これに比べると市の動きはやや弱いが、市観光企

画課も、2014 年開催のサブカルイベント「横須賀

Ｓプロジェクト」に合わせる形で、「たまゆら」「ア

ルペジオ」両アニメの聖地巡礼マップを発

行・配布している。（１４） 
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【「Ingress」を活用した誘客の取組】

実は、市が一番力を入れている取組は、「艦これ」

でもなければ、「たまゆら」「アルペジオ」でもない。

スマートフォン対応の位置ゲーム「Ingress」を

用いたツーリズムの取組だろう。実際、集客面でも相

当の結果を出している。 

「Ingress」は、google map のシステムを活用。

各地に設定された「ポータル」と呼ばれるスポットに

足を運び、２チームに分かれて陣地を取り合う位置

ゲームだ。実際に足を運ばないとゲームにならない、

というゲームの性質上、ユーザーは町に繰り出さざ

るを得ず、誘客事業との親和性は極めて高い。 

 

仕掛け人は、市観光企画課の職員・古崎絵里子氏。

元々ＷＥＢデザイナーとして入庁したものの、

2014 年に「Ingress」を知り、「市内を動いてワ

クワクするゲーム」とその楽しみを知る。 

上司・同僚を「Ingress」の「沼」に引きずり込み、

「集客に使えるかも」と速攻で事業化。2014 年 12

月には市で「Ingress」ユーザー向けの特設

サイトを開設する早業ぶりを見せた。（１５） 

ここまで異例の動きを見せたのは、市観光企画課

が多くのコンテンツに次々と手を出すフッ

トワークの良い体質たる事もあろうが、加えて、

既に岩手県が「Ingress」で実績を挙げてい

た事も後押ししたとの事だ。「Ingress」運営の

協力支援も受けつつ、「二人三脚」で運営に臨めた

事も大きい。（１６） 

 

2014 年 12 月には、プレイベント的な「イング

レス in 横須賀」体験ツアーを開催。 

加えて、2015 年 2 月まで一定レベル以上のユー

ザーに対し（１７）、横須賀から船で行ける観光地の

離島「猿島」へ渡る運賃が通常の半額になる

「INGRESS 割」を実施。 

猿島は、冬季は閑散期。航路も土日のみの運行と寂

しい環境だが、期間中で 455 人が利用。「Ingress」

が無ければこの 455 人は猿島に渡る事が

無かった筈であり、この数字は、「Ingress」効果に

よる集客の純増と言えるだろう。 

同時に、2 月まで「MISSION OF YOKOSUKA」

と称した、横須賀市内で「Ingress」側が設定した「ミ

ッション」をクリアする事で記念品が当た

るプレゼントキャンペーンも実施。こちらも

290 件の応募があった。（１８） 

同年 3 月には、「SAKURA OF YOKOSUKA」

と称した新ミッションを用意。横須賀の祭事「さ

くらまつり」合わせのミッションだ。（１９） 

ミッションの中では、米軍横須賀基地公開日限定

で米軍基地内にも「ポータル」を設定。基地内で遊べ

る仕組みまで用意された。 

同年 6 月には、「Ingress」で誘客を図る「先

輩格」岩手県とコラボした「岩手×横須賀 

友情の架け橋ミッション」を企画（２０）。岩

手県出身、横須賀にも縁深い海軍軍人で総理大臣も

務めた米内光政をテーマに、岩手・横須賀双方の米

内ゆかりの地をポータルに設定してのキャンペーン

が行われた。 

 

私も「Ingress」に余り詳しくない身で恐縮なのだ

が、横須賀の「Ingress」成功にはいくつかの要因が

考えられると思う。 

一つは、三笠公園・猿島等横須賀の観光スポッ

トを上手く「ミッション」にする事で、

「Ingress」と街歩きを同時に楽しめるル
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ートが形成された事。 

もう一つは、「Ingress」をやり込む「ガチ勢」を

ターゲットとしている点。ガチ勢なら、やり込

む為何度も横須賀に訪れる。次いつ来るか分か

らないライト層よりも、集客に繋がりやすい。 

そしてその裏には、古崎氏はじめ、市役所内に

「Ingress」に詳しい「エージェント」（＝

ユーザー）を多く擁している点もポイントだろ

う。「Ingress」誘客の企画担当者自身が「エージェン

ト」だからこそ、エージェント目線の施策を立

案する事ができるのだ。 

「ミッション」遂行後に渡す記念品のメダルも、

市側が優秀なデザイナーを抱えており、人

気が高い。これも横須賀成功の一因だろう。 

 

「Ingress」の課題としては、地域とユーザー

とで齟齬が生じる可能性だろう。運営側の発言

を抜粋する（２１） 

 

「商店街の中にあるポータルに人が集まっていて、

さらに 5 分おきに同じ人が訪れるとしたら、そのポ

ータルの前にあるお店の方は不審者が来た、と思う

かもしれない。そうしたときに地元の観光課なり、商

工会なりが取りまとめていると、問題をクリアしや

すくなると思います。」  

こういう表出しそうな課題をクリアする事で、

「Ingress」による集客は地域の理解を得、より一層

軌道に乗ることができるだろう。

 

【市運営のサブカルイベント】

横須賀市では、サブカルイベントの開催を通

じての誘客にも力を入れている。 

横須賀市・横須賀商工会議所・京浜急行電鉄等で構

成される「横須賀集客促進実行委員会」を主

催とするが、事務局は、市観光企画課だ。。 

 

2014 年 11 月には、「横須賀Ｓプロジェク

ト」が開催された（２２） 

市内神奈川歯科大学では、「らき☆すた」での町お

こしに取り組んだ鷲宮の商工会関係者や、「たまゆら」

「アルペジオ」制作側関係者、コンテンツツーリズム

関連の学者、漫画家・福本伸行氏らを招聘。シンポ

ジウム・トークショー等が開催された。 

三笠公園では、痛車展示会やコスプレイベ

ントが開催。こちらは、栃木県足利市で同種のイ

ベントにノウハウ豊富な「萌える一般社団法人」

が運営（２３）。足利から助っ人参戦する構図か。 

加えて、記念艦「三笠」内では「アルペジオ」

艦船模型等の展示も、模型業者や地元団体・三笠

保存会の協力を得つつ開催された。 

 

2015 年 10 月には、「ヨコカル祭」として開

催。（２４） 

三笠公園での痛車・コスプレは、「萌える一般社団

法人」の関与体制も含め前年と変わらないが、10 月

末という時期的なものもあり「ハロウィン」も融

合しての取組だ。（２５） 

横須賀芸術劇場では、市内高校を集めての「吹奏

楽アニソン選手権」が開催され、宮武一貴原

画展が併催されるなど、前年とは趣向が異なる。 

そして何より、前年末からの「Ingress」誘

客成功の流れに乗り、「Ingress」オフィシ

ャルイベント「Mission Day」も併催。市内

を「エージェント」が闊歩する展開に。 

 

横須賀由来の作品コンテンツは数多いが、サブカ

ルイベントの中身からも、多くの作品とのコラボに

幅広く挑んでいる事が、伺えよう。 



  

 

【市の関与困難な「艦隊これくしょん」は民間が主導】

ここまで、横須賀市が様々なコンテンツを活用し

ての誘客事業に取り組んだ事例を取り上げたが、こ

の中に、人気ゲーム「艦隊これくしょん」を活

かした取組の無い事に、皆様お気づきだろうか。 

「艦隊これくしょん」の人気は相当だ。そして、作

中に「横須賀鎮守府」の名が登場する以上、横須

賀は艦これの「聖地」でもある。 

2013 年 12 月、市内のファミリーマート汐入店

が艦これラッピング店舗と化した（２６）事も

あり、何かしらのコラボができるのではないか？と

ファンの期待が沸くのも不思議ではない。 

ただ、「横須賀市 市民の声検索システム」による

と、艦これ活用の町おこしを提言する市民からの声

に対し、横須賀市からの回答として「制作サイド

への接触を試みていますが、現時点では、

制作会社の意向もあり、横須賀市として取

り扱うことについての実現は難しい状況で

す」とある。（２７） 

 

この手の「町おこし」について、制作側は協力

的にあらず、という事実が浮かび上がってくる。 

考えてみれば、これまで「艦これ」を通じた「町お

こし」の事例を見てきたが、大湊・舞鶴（前巻参照）

共に、行政は積極的に関与していない。 

地域の協力も、大湊は地元の商工会議所青年部

「有志」によるものであり、舞鶴は観光業者・商

工業者「有志」で結成した任意団体によるものだ。 

制作者側のガイドラインで黙認されている「同人

誌即売会」に付随するもの…という事でこれらの事

例全体がおおよそ黙認されている、と考えられよう。 

（前述・市内ファマリーマートのラッピングも、別に

これは「町おこし」とは関係ない。ファミリーマート

が全国各店舗で「艦これ・一番くじ」のキャンペーン

を打っており、あくまでキャンペーンの効果向上を

目指す一環としての取組である） 

 

その代わり、艦これに関しては民間事業者の取組

が盛んだ。 

一例を挙げると、軍艦の名を取ったカレーの販売。

軍艦の名前自体は旧日本海軍から取った名前なので、

艦これ製作元の許可は必要ないだろうが、明らかに

艦これファンをターゲットとしている。（２８） 

また、市内飲食店によるグルメスタンプラリ

ー「軍艦メシ」も、市民有志の趣味団体「横須賀

鎮守府（仮）」が企画し各店舗が協賛・参加したもの。

これも、艦これファンを意識している。 

あくまで表向きは「旧海軍の町」たる事を活かした

取組だが、「艦これ」のファンを意識しているし、加

えて艦これ同様に軍艦名から取ったキャラを抱える

「アルペジオ」ファンも意識していると思う。 

 

また、軍艦の名を取った居酒屋も横須賀には存在

しているが、一部店舗は、ミリタリー趣味者に加え艦

これファンも参集。艦これファンの「たまり場」

になっているお店も存在している。 

艦これファンの、横須賀地場のファンコ

ミュニティが出来上がっており、彼らのパワーが

良い方向に向かえば、町おこしに寄与する可能性も

有り得るだろう。（３０）
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この他、民間の取組としては（必ずしも艦これ関連

ではないが）「サイカヤパーキング」の取組を押

さえておきたい。 

横須賀の百貨店「さいか屋」に付随する立体駐車場

で、三笠公園にもほど近いロケーションだが、ここは

2014 年にオリジナルの萌えキャラをデザイ

ン。名称を公募の上「海香」と命名した。現在、海

香ちゃんの看板・のぼり・ステッカーなどがつくられ、

「萌え」方面の看板娘として頑張っている。 

また、同駐車場は地下 2 階部分をイベント用に貸

出。痛車ミーティングの会場としても利用され

ており、県外からの誘客に貢献している。（３１） 

 

横須賀においては、一つのコンテンツに依存する

のではなく、多様なコンテンツを活かせる環

境たる点が、他所の地域との大きな差異と考えられ

る。一つのコンテンツの人気が下火になっても、別の

コンテンツで補え潰しが利きやすい。 

横須賀市観光企画課もそれを承知しているのか、

様々なコンテンツとのコラボに動き、その活動の幅

広さは他に類を見ない。 

加えて、民間業者の取組も充実している。特に、飲

食店を中心に「海軍色」の強い業者が、「アルペジオ」

「艦これ」を意識した誘客に挑んでいる。特に艦これ

は、行政が直接関与しにくい部分を、民間の

取組で補っているとも考えられるだろう。 

 

（１）当サークルブログ「STRIKE HOLE」の「浦賀船渠中止問題」タグ記事参照。http://blog.livedoor.jp/analstrike/ 

（２）ktgohan blog 2015-04-19「「浦賀船渠ノ航跡 中止問題」 中間レポート： 開催中止に至る経緯」より。 

http://ktgohan2.hatenablog.com/entry/2015/04/19/205822 

（３）「浦賀船渠ノ航跡」を中止させた「犯人」（あえてこう表記する）が、艦これを通じた「町おこし」の提案も行ったとも

見聞したが、催事を悪質な手法で中止させて何が「町おこし」か。これはいったい何の冗談なのかと失笑させられる。 

（４）東洋経済オンライン「横須賀市で限界集落が生まれた理由 「日本で最も人口減が進む都市」の実像」 

 http://toyokeizai.net/articles/-/45714 

（５）横須賀経済新聞（2013 年 03 月27 日）「「横須賀が舞台の音楽・映画など 39 作品紹介－「ヨコスカ カルチャーガ

イド」話題に」」 http://yokosuka.keizai.biz/headline/970/ 

（６）横須賀経済新聞（2011 年 10 月 10 日）「横須賀・汐入、TV アニメ「たまゆら」イベントが盛況－汐入駅に長蛇の

列も」 http://yokosuka.keizai.biz/headline/650/ 

（７）横須賀経済新聞（2011 年 07 月 22 日）「TV アニメ「たまゆら」、横須賀とタイアップ企画－オリジナルグルメも

提供」http://yokosuka.keizai.biz/headline/607/ 

（８）（７）に同じ 

（９）横須賀経済新聞（2011 年 10 月 04 日）「京急、TV アニメ「たまゆら」切符販売－汐入駅でアニメ主人公のアナウ

ンスも」 http://yokosuka.keizai.biz/headline/646/ 

（１０）横須賀経済新聞（2011 年 09 月 21 日）「アニメ「たまゆら」放送記念、観音崎京急ホテルが特別宿泊プラン提供」 

http://yokosuka.keizai.biz/headline/639/ 

（１１）（６）に同じ 

（１２）横須賀経済新聞（2013 年 08 月 16 日）「アニメ「たまゆら」、横須賀でタイアップ企画第 2 弾－「ももねこ様」
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花火も」 http://yokosuka.keizai.biz/headline/1035/ 

（１３）横須賀経済新聞（2015 年 01 月 31 日）「劇場版「アルペジオ」公開記念－ゆかりの横須賀、飲食店で応援企画」

http://yokosuka.keizai.biz/headline/1170/ 

（１４）横須賀Ｓプロジェクト https://www.cocoyoko.net/event/ysp.html なお、聖地巡礼マップは、先述・2015

年 11 月「第3 回コンテンツツーリズム学会 論文発表大会 活動報告」にて市観光企画課職員の方から入手した。 

（１５）タウンニュース「横須賀市の集客プロ―モーション WEB担当、「Ingress」を用いた集客事業を仕掛ける 古崎 絵

里子さん」 http://www.townnews.co.jp/0501/2015/10/30/306530.html 及び横須賀市「Ingress」特設サイ

ト・http://www.cocoyoko.net/ingress/ 

（１６）岩手県庁ゲームノミクス研究会 http://www.pref.iwate.jp/kouchoukouhou/031399.html 

（１７）具体的には、Level2 以上とのエージェント（＝ユーザー）との事 

（１８）CNETJAPAN「横須賀に“行かない理由”を逆手にとった Ingress での集客--ガチ勢も遊べるフィールドに」 

http://japan.cnet.com/sp/ingress/35061696/ 

（１９）（１８）及び【さくらまつりミッションクリアでアイテムゲット！】  

http://www.cocoyoko.net/ingress/blog/2015/03/sakura-of-yokosuka.html 

（２０）岩手県プレスリリース（2015 年5 月 27 日） 

http://www.pref.iwate.jp/dbps_data/_material_/_files/000/000/031/399/270519press-release.pdf 

（２１）（１８）に同じ    

（２２）（１４）に同じ 

（２３）萌える一般社団法人 http://www.moeru.org/ 参照。萌えキャラ「足利ひめたま」の版権管理や、「足利ひめた

ま痛車祭」の運営等を業務としている。 

（２４）ヨコカル祭 http://www.yokocul.com/ 

（２５）あに・コス通信（2015 年 11 月1 日）「ハロウィンの横須賀に「艦これ」コスプレイヤーが集結、人気の「アキコ

ス」も開催！」 http://minicine.jp/2/0096.html 

（２６）横須賀経済新聞（2013 年 12 月 01 日）「ファミマ、横須賀に「艦娘」ラッピング店－「艦隊これくしょん」とコ

ラボ」 http://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/voicebank/7517.html 

（２７）横須賀活性化の提言について https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/voicebank/7517.html 

（２８）横須賀経済新聞（2013 年 12 月 09 日）「「艦これ」人気で生まれた「軍艦カレー」－横須賀海軍カレー本舗で販

売」http://yokosuka.keizai.biz/headline/1076 及び 横須賀海軍カレー本舗 http://yokosuka-curry.com/ 

（２９）「よこすか軍艦メシ 与八四号作戦 ～ヨコスカヲ、クライツクセ～」http://gunkan.net/meshi.php 

（３０）残念な事だが、ファンコミュニティの一部人間が暴走した結果、悪質な手法にて、艦これオンリー同人誌即売会「浦

賀船渠ノ航跡」が中止に至ったという側面もある。コンテンツツーリズムにおける地域内のファンコミュニティには、数多

くの地域で有益な効用を見出しているが、万能にあらず。過信は禁物だし、一定の警戒・注意も必要と考える。 

（３１）「駐車場の萌えキャラ？『海香ちゃん』がカワイイらしいぞ」http://matome.naver.jp/odai/2141230533334191201 
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「新世紀エヴァンゲリオン」（以下「エヴァ」と表

記）は、1995 年～96 年にかけてテレビ東京系列で

放映されたテレビアニメ。 

このドラマの人気については今更説明不要だろう

が、1990 年代を代表する作品と言えるだろう。 

 

「エヴァ」で登場する舞台「第 3 新東京市」

は、箱根山中に都市が建設されたという設定。箱根観

光の玄関口・箱根湯本駅や、芦ノ湖・仙石原といった

箱根を代表する観光地も、作品中に頻出する。（柿

崎,2005、聖地巡礼員会,2013 など） 

従って、「エヴァ」は、箱根を舞台とした「ご

当地アニメ」としての性質も併せ持つ。 

とは言え、「エヴァ」を活用した観光振興の動きは、

放映当初には見られず。本格的に箱根側が動き始め

たのは、2009 年以降である。 

 

箱根町観光協会によると、箱根がエヴァの舞台と

いう事は地元でもよく知られており、元 「々エヴァ」

を活用して何か取り組みたいとのアイディアは根強

かったという。21 世紀に入り、パチスロ等メディア

展開が盛んになった事などが契機となり、地域側も

本腰を入れ始めたようだ。（１） 

加えて、これは私見だが、2007 年「らき☆す

た」放映後の鷲宮の動き（前巻参照）に触発さ

れた可能性も、時系列で考えるに、有り得ると思う。 

2007 年・2009 年と「エヴァ」新劇場版シ

リーズ公開に伴う話題性の高まりも、観光協会の

動きを後押ししているだろう。 

 

先ず、箱根町観光協会では、2009 年 6 月に、聖

地巡礼マップ「ヱヴァンゲリヲン箱根補完マ

ップ」を、1 万枚配布。 

このマップでは、アニメ中の登場シーンを、現在の

箱根町と対比させた形で、箱根の 19 カ所を案内し

ている。（２） 

これは、地元信用金庫の女性社員が大ファ

ンで、上司を通じ箱根町観光協会側に話がもちかけ

られた事から、話が具体化している。（３） 

 

2011 年からは箱根周遊を促す、「エヴァ」ス

タンプラリーも、観光協会の手により開催。 

箱根町としては、日帰りの観光客に少しでも

長く滞在（宿泊を伴う観光など）してもら

うよう取り組んでおり、各所を周遊させるスタ

ンプラリーは、この目的に沿ったものと思われる。 

「地元ならではの魅力、地域に密着した商品をア

ピールしていく必要」があり、その目的の為に「エ

ヴァ」は有効との判断だ。（４） 

 

【第２章】神奈川県箱根町の取組 

地域振興へのアプローチ 「新世紀エヴァンゲリオン」舞台としての観光振興・地域振興 

地域振興へのキーマン 箱根町観光協会、制作側（ガイナックス・グラウンドワークス） 

ここがポイント！ 

▶ 制作側の理解に裏打ちされた、官民双方に見られる積極性 

▶ 制作側の意向もあり、オタク人気のアニメながら一般人をターゲットとしたコ

ンテンツツーリズムを展開 
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2014 年は、ソフトバンクと提携。スマートフ

ォンのソフトバンク製アプリ「ふらっと案

内」を活用した「箱根補完計画ＡＲスタンプ

ラリー」に進化した。 

先進技術を活用し、目的地に達したら、「エヴァ」

のキャラがスマートフォン上で躍動する等の演出が

話題となった。加えて、フォトコンテストやスコアを

競い合うゲーム的要素も持たせた。（田畑,2015） 

但し、開発費用が高く「3000 万円」との試算も

ある（田畑,2015）。対費用効果の慎重な吟味は必要

にせよ、新たな試みという事で取り上げる。（５） 

 

2015 秋の「仙石原すすき祭り」では、仙石

原観光協会青年部主導で、「箱根温泉卓球選

手権２０１５」を開催。出場者を「第３新東京市

温泉卓球部部員募集」として公募し、地元以外からも

応募が集まったという。（６） 

地域のお祭りだが、「エヴァ」を活用する事で、地

域外の若者を呼び込もうと試みている。 

 

「エヴァ」を通じた取組は、民間事業者にも広がっ

ている点も特徴だ。 

2010 年には、ローソン箱根仙石原店が「ローソ

ン第三新東京市店」としてオープン。 

「エヴァ」関連商品を豊富に揃えたものの、予想以

上の自家用車の訪問や、これに伴う騒音問題もあり

早々にキャンペーンを終える事となったが、「仙石原

店」に戻ってからも「エヴァ」商品の豊富さや店内の

「エヴァ」風装飾はそのままだ。（中村,2015） 

2011 年には旧仙石原中学校を舞台に、トヨタ

とエヴァがコラボしたイベント「電力補完

計画」が開催。東日本大震災直後、電力不足の時期

という事もあり、発電機能を持つトヨタ車や、エヴァ

仕様のプリウス（７）等が展示されたようだ。（８） 

この他、地域限定販売の「エヴァ」風箱根土産

を販売している「しいの食品」の取組（９）や、最近

ではミュゼトラベル主催（１０）による第 3 新東京

市を巡るバスツアー「エヴァ箱根女子旅」

（2015 年 5 月）、東名道足柄サービスエリア

がエヴァとコラボした「新東名補完計画」（2015 年

7 月～）（１１）など、エヴァを絡めた民間の取組は、

枚挙に暇が無い。 

 

さて、これらの取組から見えてくる特徴として、も

う一つ取り上げたい点がある。 

それは、「女性」をターゲットした取組も少

なくない、という点だ。 

「エヴァ」は、ＳＦモノのアニメという事もあり、

当然男性ファンは多いが、21 世紀の新劇場版以降に

顕著な動きとして、女性ファンの勢力も決して見逃

せない。2006 年の『新世紀ヱヴァンゲリヲン新劇

場版：序』は、動員客の 4 割が女性との事だ。（１２） 

2009 年の巡礼マップ企画だって、地元信金の女

性社員がファンだった事から始まっている。 

女性ファンが多いからこそ、前述ミュゼトラベル

の「女子旅」企画も成立するのだ。 

 

このように、官民双方で取組の豊富な「エヴ

ァ」だが、ここまで豊富に取組が為されている事例は

他に類を見ないレベルだと思う。その裏には、制作

側の理解ある姿勢も下地となっている。 

エヴァのライセンス管理は、エヴァ制作総指揮・庵

野秀明監督の下でエヴァ製作スタッフを務めて

いた神村靖宏氏が代表取締役を務める「グラウン

ドワークス」（１３）が取り仕切っている。 

神村氏は、エヴァ劇場版の次作公開予定も決まら

ぬ現状ながらも、「ファンの興味が続いている

のは、各地でのイベントや今回のようなキ

ャンペーンがあるから」「若い世代のファン

創出」とこの手の取組に効用を見出だす。（１４） 
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こういう制作側の理解に支えられ、これだけ多く

の取組が生まれているのだろう。 

 

但し、制作側の意向としては、「“マニアも納得のエ

ヴァらしさ”よりも“エヴァを知らない人でも手

に取れる”」事を重視している。マニア「以外」に販

路を求めている姿勢、とも言える。 

「エヴァ」関連商品を製作・販売する企業や団体に

対しては、マニア向けの商品にならないように要請。

箱根の巡礼マップに対しても、「マニアックすぎ

る」とのダメ出しを入れつつ、普通の観光マップ

に少しエヴァのテイストを盛り込む程度で、とのア

ドバイスを行ったぐらいだ。（１５） 

 

箱根は昔からの観光地で、確固たるブランドもあ

る。従来からの支持者と、「エヴァ」による「コンテ

ンツツーリズム」との整合性を懸念する意見もある

（増淵,2009）が、私はそこまで心配してはいない。 

確かに、マニア向けのコンテンツツーリズ

ムならば、旧来からの地域ファンとマニア

とのコンフリクト（１６）も考えられる。 

しかし制作側は、マニアではなく、ライトなフ

ァン層や、エヴァを知らない一般客をター

ゲットとしている。その意向は、当然現場・観光地

側の取組にも反映される。制作側の意向が、結果的に

この手の懸念されるコンフリクトを弱めている。 

要は、「アニメツーリズムだからと言っても、一般

客をもターゲットとする取組だから、一般客多数訪

れる観光地ど真ん中にその取組を持っていっても、

違和感出さずに済むのでは？」という事である。 

 

最後に、この地域の取組の「持続性」について語

りたい。 

2009 年から実質的に始まったこの手の取組は、

2016 年に入った今も尚継続している。 

元 「々エヴァンゲリオン」という作品が人気高く、

1990 年代からの年配ファンに加え、新劇場版の放

映で若いファンも開拓できているため、ファンの

層が厚い。だからその分来訪者も多く、町も手ごた

えを感じている。それが継続の原動力になっている

のだろうと分析する。 

加えて、何年かに１回の新劇場版公開も

「燃料」として投下される事で、ファンの関心

も維持されている。これも、高い「持続性」の一因と

なろう。 

残念ながらここ最近は劇場版新作の動きも見られ

ないが、その間にエヴァ 20 周年という節目の年を

迎え、それも「燃料」となっている。新作が難航して

いるものの、それが皮肉ながら、コンテンツツーリズ

ムの持続を支えている側面もあるだろう。（１７） 

 

この作品に絡む地域の取組の中では、他の地域に

見られるような、「ファン」自身の主体的取組

というものは余り見受けられない。 

その代わり、制作側の「事情」が比較的強く

反映される傾向がある。それが豊富な官民各々の取

組を下支えすると共に、コンテンツツーリズムの持

続性を維持している。そして、ターゲットがマニアよ

りも一般客、というこの手の「コンテンツツーリズム」

において珍しい形態ももたらしている。 

箱根は、アニメの「コンテンツツーリズム」におい

ては、珍しい形態の事例と言えるだろう。 

 

（１）不思議村おこしの経済学 第 3 回 「『エヴァ』と箱根、夢のコラボが実現！」（2009.07.03） 

http://r25.yahoo.co.jp/fushigi/report/?id=20090703-90007290-r25 

（２）箱根町観光協会、エヴァで町おこし--「箱根補完マップ」を無料配布 
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http://japan.cnet.com/news/media/20393788/ 

（３）エヴァンゲリオン市場は不況知らず！そのヒミツに迫る（2009 年 06 月 25 日） 

http://trendy.nikkeibp.co.jp/article/pickup/20090623/1027254/ 

（４）（１）に同じ 

（５）箱根町観光協会の平成 25 年度歳入 https://www.hakone.or.jp/kaiin/PDF/25sokatsu.pdf は 4 億円。スマ

ホ開発費用（試算）は予算の 1/10 近くにも達するため、まともな方法では賄いきれない。恐らくソフトバンク側とのタイ

アップという事で、相場よりも相当廉価の負担で済んだと思われるが、これが恒常化し得るとも思えず、この時限りの「お

試し」的な要素が強いと思われる。 

（６）「エヴァ」とコラボした箱根温泉卓球大会、仕掛け人は？（2015 年9 月 27 日・スポーツ報知） 

http://www.hochi.co.jp/topics/20150927-OHT1T50035.html 

（７）「ＮＥＲＶ」のロゴの付いた車がちらほら。これも一種の「痛車」？ 

（８）みんなのエヴァファン「ヱヴァ×箱根×トヨタのイベント「電力補完計画」に行ってきた」（2011.07.11）

http://neweva.blog103.fc2.com/blog-entry-1288.html 

（９）箱根町からほど近い小田原市に本社を構える食品加工業。お酒のお供に最適な「酒盗」が主力商品だが、【第 3 新東

京市土産】と称しエヴァミルクケーキ「箱根旧街道」やエヴァの箱根寄木細工ストラップ等の販売にも力を入れている。 

http://www.shiino.co.jp/ 

（１０）美容サロン「ミュゼ」の子会社だが、2015 年 11 月に廃業しサイトも閉鎖。ただ、参加者のレポートからその

様子をうかがい知ることはできる。EVAGATE「第3 新東京市を巡るエヴァ箱根女子旅レポート♪」（2015.7.24）     

http://eva-gate.jp/index.php?mmmsid=evaml&actype= 

report_view&report_id=report_738&obj_id=report_738&seq_id=738&category=special 

（１１）NEXCO 中日本 http://sapa.c-nexco.co.jp/special/eva_ashigara/index 

（１２）（３）に同じ 

（１３）http://gworks.biz/ 株式会社グラウンドワークスは、エヴァの権利管理の他、庵野秀明監督夫人でもある漫画

家・安野モヨコ氏作品の権利管理も行っている。加えて、箱根湯本駅内のエヴァショップ「えヴぁ屋」の運営も行っている。 

（１４）エヴァンゲリオンと AR（拡張現実）で観光促進、「箱根補完計画 AR スタンプラリー」を体験してみた －観光

IT レポート http://www.travelvoice.jp/20141204-32203 

（１５）（３）に同じ。結局巡礼マップは、作品中に登場しない観光名所も普通に紹介する、エヴァファン以外にも役に立

つ観光マップとなっている。 

（１６）コンフリクト（conflict）…日本語だと「競合、衝突、対立、葛藤、緊張」等の意味を持つ概念。「親和性の低い」

状態とも言えるか？ ただ、どの語を用いてもしっくり来ないので、この語をそのまま用いさせていただきたい。 

（１７）もし劇場版公開が順調に進んでいれば、2012 年当たりには完結編を迎えていただろう。そうなると 2016 年現

在「エヴァ」は「過去の作品」扱いとなり、コンテンツツーリズムの動きも鈍る事が想定されよう。 
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岐阜県最北端の山村「白川村」は、岐阜北部の中核

都市・高山市からもバスで 1 時間半以上を要する、

山奥の村。この村の「荻町地区」…いわゆる「白川

郷」は、豪雪地帯という事もあり、雪に比較的強い

合掌造りの家々が多数立ち並ぶ集落である。 

1971 年、地元住民により「白川郷荻町部落の自

然環境を守る会」を発足。この頃の村政が観光施策を

推進したこともあり、この合掌造りを保存しつつ観

光資源化するという方向に進んだ。 

1976 年に国により「重要伝統的建造物群保存地

区」としての指定を受け、1995 年には世界文化遺

産にも登録された。（神田,2015） 

 

この世界遺産集落を舞台とした作品が、「ひぐら

しのなく頃に」である。 

一応「雛見沢村」という架空の村を舞台としたサウ

ンドノベルゲームだが、作中に見られる山村の背景

画は、殆どが白川郷の景色（をカメラに収めたもの）

から取っている。事実上、白川郷を舞台とした作品と

見なせる。 

 

「ひぐらし」は、同人誌即売会を出自としてい

る点が、他の作品にない特徴だ。 

2002 年のコミックマーケットにて、同人ゲー

ム（１）として発表された事がスタート。以後、夏・

冬のコミケで頒布を続けるが、2004 年頃から、口

コミで評判が広まり人気が出た、という流れである。 

2005 年には、スクウェア・エニックス刊行「月

刊ガンガン」の系列誌が、「ひぐらし」をコミック化

【第３章】岐阜県白川村の取組 

地域振興へのアプローチ アニメ「ひぐらしのなく頃」に対する地域の姿勢 

地域振興へのキーマン 特になし 

ここがポイント！ 

▶ 世界遺産登録後の観光客増大に伴う受け入れ態勢整備が喫緊の課題、

「ひぐらし」町おこしの動きは広がりを見せず 

▶ 村内に作品そのものへの「反発勢力」が存在？これも町おこしを阻む 
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し連載。ガンガンでの連載も好調だったようで、

2006 年にアニメ化・2007 年にはアニメ第二期

（「ひぐらしのなく頃に解」）の放映と続いていく。 

また、コンシューマーゲームに移植され、商業ベー

スとしても商品化されている。 

 

「ひぐらし」人気の上昇に伴い、舞台の白川郷を訪

れる人々も増え始めた。 

口コミでの評判が広がり始めた2004年あたりか

ら少しずつ散見されていたようだが、メディア展開

の広がり・人気の広がりと共に訪問者も増加する。 

作中に登場する「古手神社」のモデルともなった

「白川八幡神社」の参拝客は、2007～2008 年

当たりから急増した模様で、これはアニメ放映時期

と一致している。（３） 

同神社の絵馬の売り上げも、2006 年の 141

枚から、2009 年には 915 枚まで急増し

た。（2012,神田） 

 

しかしながら、来訪者が増加しつつも、白川郷では

「ひぐらし」を活用した「町おこし」の機運は全く起

こらない。 

ただこれは、致し方無い事とも思う。 

 

白川郷の観光事情を紐解くと、2008 年に中部縦

貫自動車道が全通。白川郷そばにインターチェンジ

も設置され、アクセス事情は格段に向上した。金沢か

らは高速バスで 1 時間強だし、名古屋からでも車で

2 時間程度の「日帰り圏内」となった。 

観光客数は、世界遺産登録前・1994 年の年間約

67.1 万人に対し、世界遺産登録後徐々に増え、ピー

クの 2008 年には 186.1 万人にまで達した。（４） 

白川郷としては、観光客の増大にいかに

対処するかが最大の課題であり、「ひぐらし」

勢の相手をしている暇もない。当然、「ひぐら

し」に依存する必要性も無い。 

村が「ひぐらし」勢のムーブメントに対し、「静観」

のスタンスを示すのも、仕方のない事だし、一つの判

断だろうとも考える。 

 

ただ、そういう事情を加味するだけでは腑に落ち

ない態度も目立つ。 

例えば、白川郷観光協会へのヒヤリング（神

田,2012）では、「アニメの聖地巡礼で来るような観

光客は、こちらが騒ぐと冷めてしまうため、あえて宣

伝は行わない」としている。このスタンスは、一つの

戦略であり、まだ理解できなくもない。 

ただ J-CAST ニュースによると、「ひぐらし」効

果で盛り上がったとしても、それは短期間で終わる

可能性が高い。長期的視野で見ると一時的な盛り上

がりはマイナスに働く可能性が高い、という判断か

ら、マスコミの取材も断っているようだ。（５） 

一時的な盛り上がりに流されない、という考え方

は分からなくもないが、マスコミの取材も断る、とな

ると少し大げさな気もする。 

何か本音を、建前論で塗布し覆い隠しているかの

ような印象を受ける。 

 

白川村産業課商工観光係への2009年8月27日

ヒヤリング（神田,2012）は、より作品とファンに対

し、厳しい態度であった。 

「アニメの内容の問題や、それが一過性のブーム

に過ぎないとの判断から、土産物屋にグッズ販

売の自粛要請をした」というのだ。 

 

確かに「ひぐらし」は、毎年 6 月の夏祭り「綿流

し」の日に「一人死んで、一人消える」不吉な事件が

起こるという設定の、ミステリー仕立てのサウンド

ノベルだ。（６） 

作中に暴力的な描写も散見されるため、コンシュ
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ーマーゲームでは 18 禁まではいかずとも、一定の

年齢制限を設けている。（７） 

内容が万人受けしないのは確かだろうが、それに

しても、グッズ販売の自粛を「行政」が行う

というのは干渉が過ぎているようにも思える。 

 

個々の商店を見る限りでは、そこまでの嫌悪感は

見られない。 

民宿・商店へのヒアリングにおいても、「ひぐらし」

聖地巡礼者に対し困惑等の反応も見られたものの、

その一方でこれを受容する反応も聞こえている。

（2012,神田） 

私も、2008 年「ひぐらし」コスプレ軍団の

「ロケ」に遭遇した（８）。一見奇異に映るものの、

彼らはこの時点で既に常連化し、地元村民の顔なじ

みも多い。地元の商店や民宿関係者との良好

な関係をこの目で目撃している。 

ちなみに、このコスプレ軍団に参加した一部の愛

知県民は、この軍団とは別の集いで毎年晩秋に白川

郷を訪れ、一般財団法人・世界遺産白川郷合掌造り保

存財団にも寄付を行う等、より一層の良好な関係が

見られる。（９） 

 

これは推測になるが、恐らく村政の中に、「ひぐら

し」やファンの動きを快く思っていない向きがいる

のではないか。それも、村の中で発言力の大きい、声

の大きい部類の人に。 

そう考えなければ、行き過ぎとも思えるこの態度

は合点が行かない。 

 

ここまで作品が嫌悪される理由としては、2 点考

えられる。 

一点は、コンテンツツーリズム成功例に見られる

地域とファン・制作者との関係性の中で、制作者と

地域との関係性が断絶している事。（１０） 

そもそも「ひぐらし」は同人作品としてのスタート。

たまたま人気に火が付いてこれだけのムーブメント

になったとは言え、元々は「趣味」の範疇で作品を制

作していたのだ。 

趣味でつくる作品が、アニメのロケハン

のように、地域に断りを入れてからつくる

のだろうか？そう考えるのは不自然だろう。 

一方、地域側にしてみれば「自分たちに話を通さず

に、地域が作品に組み込まれてしまった」事から反発

が生まれてもおかしくない。暴力描写の少なくない

作品に、自分たちの地域が組み込まれた事への反発

も有り得るだろう。 

「ひぐらし」制作の成り立ちを紐解くと、地域側が

反発しそうな要素は色々転がっている。 

 

もう一点は、白川郷が「ひぐらし」の村となる事で、

これまでの「世界遺産」としてのブランド価

値に毀損の恐れが見込まれることだ。 

これは箱根（本書第 1 章）に関する懸念と近いが、

箱根「エヴァ」のコンテンツツーリズムは、はマニア

層よりも一般人をターゲットとした戦略。一般観光

客との摩擦は起きにくく、箱根のブランド価値への

影響も無いと思われる。 

これに対し「ひぐらし」でコンテンツツーリズム施

策を実行するならば、同人作品の出自という性質も

あり、マニア層をターゲットせざるを得ない。

一般観光客との親和性が弱く、摩擦が起き

る恐れがある。地域のブランド価値へ影響を及ぼ

す危険性は、箱根に比べ大きいだろう。 

 

このように、「ひぐらし」は作品としての人気は

上々ながらも、地域側の嫌悪感もあり、コンテンツツ

ーリズムとしての取組を起こす事は極めて難しい。 

中部縦貫自動車道の全通等、交通アクセスの飛躍

的な改善が観光客を急増させ、2010 年代に入って
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からは外国人観光客も急増している。観光客急増へ

の対応が優先課題とならざるを得ず、それが「ひぐら

し」への取組をより鈍らせているものと思われる。 

 

なお、白川郷への「聖地巡礼」に関しては。白川郷

のみ参加する方も少なくはないが、近隣の城端（第 4

章／富山県南砺市）、あるいはもっと北に足を伸ばし

金沢市湯涌温泉（第 5 章）などとセットで訪れるケ

ースも少なくないようだ。 

特に城端へは、路線バスでも 1 時間半程度で行け

る範囲内と足が向きやすい。（吉村,2015） 

これらの事例については、次章以降で論じたい。 

 

（１）同人誌の「ゲーム版」とお考えいただきたい。つまり、同人サークルが本を自作し頒布するのではなく、ゲームを自

作し頒布するという事。 

（２）コンシューマゲームとしては、PlayStaion2・Nintendo DS 等へ移植された。この他、ノベル化や映画化、パチス

ロ移植等、多様なメディアミックス化が展開されたが、数が多すぎるので詳細は割愛する。 

（３）世界遺産の岐阜・白川村の神社 「ひぐらしのなく頃に」ファン大挙押しかける J-CAST ニュース / 2008 年

10 月14 日 http://news.infoseek.co.jp/article/20081014jcast2008228505/ 

（４）白川村の観光統計 http://shirakawa-go.org/mura/toukei/2580/ 

（５）（３）に同じ 

（６）ただ「ひぐらし」終盤になると、ミステリー的要素は微塵も無くなり、「友情」「努力」「勝利」という週刊少年ジャ

ンプ的テイストのファンタジーものに変わるのだが…そこまで追ってく人はそんな多くないか。 

（７）例えば、NintendoDS 版「ひぐらしのなく頃に絆」では、CERO：D（17 才以上対象）としている 

（８）2008 年10 月11 日に白川郷を訪問。「ひぐらし」の「実写版」を自分たちで制作しようとしていた同人サークル

「青春１８金魚」の、白川郷ロケの様子を目撃した。 

この時の様子は拙稿 http://blog.livedoor.jp/analstrike/archives/51396748.html 参照。 

（９）2016 年1 月11 日、名古屋市内でヒヤリング。ちなみに、寄付に対する財団からの返礼として白川郷産のお米が

贈呈されるそうで、それを活かして冬にパーティーを行うらしい（笑） 

（１０）地域とファンとの関係性は、上記「青春１８金魚」の事例然り、必ずしも断絶している訳ではない。寧ろ一定の関

係性が認められる。 

 

（参考文献） 

吉村直人「コンテンツ・ファンにょる「聖地巡礼」の社会学的研究－ファン行動の実態調査に基づいて－」（同人誌・コン

テンツツーリズム研究会編「コンテンツツーリズム論叢 Vol.7」コンテンツツーリズム研究会・2015） 

神田孝治「『ひぐらしのなく頃に』－多様な関係性の中で形づくられる観光の空間」（岡本健編著「コンテンツツーリズム

研究」福村出版・2015） 

神田孝治「白川郷へのアニメ聖地巡礼と現地の反応―場所イメージおよび観光客をめぐる文化政治―」（「観光学」・2012） 

http://ci.nii.ac.jp/naid/110009453266 
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富山県（旧）城端町は、高岡市からＪＲ西日本の

ローカル線・城端線で約 1 時間。富山県南部に所在

する、人口 1 万人程度の小さな町だ。 

町の見どころとしては、国から重要文化財指定を

受けた伝統祭事「城端曳山祭」がらみの展示館「城

端曳山会館」が挙げられるが、観光地といよりも、う

世界遺産・白川郷（本書第 4 章）や五箇山への「玄

関口」としてのイメージの方が、強いかもしれない。 

他の田舎町の自治体同様、若年層が市外に流出す

る傾向があり、少子高齢化や人口減が課題となって

いる。（花房,2015a） 

（なお、「城端町」は、2004 年に、近隣町村との合

併により消滅。人口 5 万人強の「南砺市」として

発足した） 

 

この城端に起業されたアニメ制作会社が「ピーエ

ーワークス」（Ｐ．Ａ．Ｗｏｒｋｓ／以下「ピーエ

ー」と記す）である。 

アニメプロデューサー・堀川憲司氏が家庭の事情

により郷里・富山に戻るも、富山にアニメ制作会社が

無いため、自ら起業したとの事。 

 

旧城端町がベンチャー企業支援に取り組

んでおり、「城端町企業家支援センター」（１）とい

う箱物が用意されていた事も、城端での事業を定着

させた大きな要因と考えられる。 

この「支援センター」は、廃病院を改築し再利用し

た町の施設。貸しオフィスとしての機能を有し、城端

の起業家に好条件で提供する事により、町での企業

を促している。（２） 

「ピーエー」は、草創期よりこの「支援センター」

に入居。2016 年 1 月現在もこの「支援センター」

を本社オフィスとしている。 

 

当初の「ピーエー」は、他社アニメの下請業務（３）

を営んできたが、2008 年より制作元請をスタート。

この時生まれた、「ピーエー」にとって「初」の元請

け制作の作品こそが、地元・城端を舞台とした「true 

tears」（以下「ＴＴ」と記す）である。 

地元・城端の景色を取り込んだ緻密な背景描写や、

深く掘り下げた心理描写も評判を呼び、「ＴＴ」の人

気も上々。城端は、「舞台探訪者」が足しげく訪れる

町となった。 

 

「ＴＴ」は、2008 年第 1 クール（1～3 月）の

放映。放映中から徐々に「聖地巡礼」に訪れるファン

が増え、同年 3 月には、城端駅に「巡礼ノート」

や「ピーエー」提供のキャラパネルが置か

【第４章】富山県南砺市の取組 

地域振興へのアプローチ アニメ「True Tears」舞台としての観光振興・地域振興 

地域振興へのキーマン （旧）城端町、南砺市、「真実の涙をもう一度」有志会、ピーエ

ーワークス 

ここがポイント！ 

▶ 制作側・行政中心の取組から、地域団体中心の取組へ。そしてさらに、ファ

ン有志の取組へと移行する。 

▶ 一方、ファン有志の取組における「脆さ」も。 
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れている事も報じられる。（河嶌,2014）（４） 

また、地元の関心も高く、山辺美嗣・富山県議は「な

ぜ富山県で、オンエアされて無いんだ！」と人に会う

ごとに「ＴＴ」の事を話題にする等、第 1 クール時

点において地元局で放映されていなかった「ＴＴ」を

放映させようと模索していたようだ。 

遅ればせながら、地元局の手により、同年 4 月か

ら富山県内での放映が実現した。（５） 

 

その後、2008 年～2009 年にかけては、行政や

商工会と、制作側・ピーエーが主体となっ

ての取組が目立つ。 

とは言え、派手な動き・目立った動きはそんな多く

はない。ファンが作品に流れている雰囲気を感じ取

るために町を訪問している関係上、雰囲気を壊さ

ないという観点もあったようだ。（片岡,2012） 

町で取り組んだ事としては、城端町商工会による

クリファイル作成（2008 年 8 月）、「ＴＴ」の絵柄

を用いた商店街ポイントカードの登場（2008 年年

末）。加えて 2009 年の市民ホール「じょうはな座」

リニューアルと、南砺市施行 5 周年を記念しての

「true tears ご来城記念ファンイベント」開催ぐら

いだろう。（河嶌,2014、花房,2015a） 

これらの取組に当たっては、制作側がオフィスを

地元・城端に構えている点がポイント。地の利もあり、

制作側の積極的な関与・協力が見られる。 

 

これ以外の取組としては、前述したように「巡礼ノ

ート」の置かれた「ＪＲ城端駅」駅内の城端観光案内

所ぐらいだろうか。同案内所には、「ＴＴ」のパネル

やポスターが多数掲示され、今でも続いている。 

最近では、同じピーエー作で、近県の金沢市・湯涌

温泉（第 5 章）を舞台とする「花咲くいろは」の

展示物も含まれている。 

これらは皆、地域と制作側との相互協力関係に基

づく取組だが、2010 年以降、取組の担い手や方向

性に変化が生じている。 

具体的には、地域とファンとの連携、或いは

ファン主体の取組が目立ってきた事だ。 

 

「ＴＴ」作品中には、「麦端まつり」という「町

のお祭り」が登場する。城端の伝統祭事「城端曳山

祭」「城端むぎや祭」２つの祭りをモデルとした、

架空のお祭りである。（2 つのお祭りを足して 2 で割

ったようなものか） 

この「麦端まつり」の中に登場する踊りが「麦端

踊り」だ。 

「城端曳山祭」で庵唄を担当する地域団体「西

上町恵友会」が、この「麦端踊り」を再現し

ようと試みた。 

「笑顔創出」をテーマに…というと堅苦しいが、皆

が楽しみ笑える事に取り組んでみよう、という動機

で「麦端踊り再現」に取り組み、2010 年 2 月 28

日に城端で催された催事「つごもり大市」で披露。（６） 

同年 4 月 10～11 日には、「ＴＴ」舞台でもある

「善徳寺」にて「しだれ桜まつり」が開催。これに合

わせ善徳寺会館にて、ファンを交えての「麦端

踊り」講習会も開催された（７）。この講習会は、

その後も随時開催されている。 

8 月には地域の夏祭り「おがのや祭」でも「麦端踊

り」を披露（河嶌,2014）。「ＴＴ」内の架空のお祭り、

架空の踊りだったはずの「麦端踊り」が、

次第に地域に溶け込み、定番余興と化して

いく。 

 

そして同年 9 月に開催された「城端曳山祭」。 

普段でも市外から観光客が多く訪れる祭事だが、

「ＴＴ」とコラボした告知ポスターを打った事もあ

り、ファンも多く訪れたようだ。西上町恵友会による

「麦端踊り」が、ここでも披露された。（河嶌,2014） 
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この辺りの流れを見ると、「麦端踊り」の再現

を契機に、地域の人々・地域の行事の中に

「ＴＴ」という作品が溶け込み、最終的に

は「ＴＴ」ファンら訪問者の増加に繋がる

構図が、浮かび上がってくる。 

 

加えて、ファン主体による地域での活動が

活発化した点も取り上げたい。 

2010 年 12 月 4 日、町内「じょうはな座」にて、

ファンイベント「真実の涙をもう一度」が

開催された。主催は、「真実の涙をもう一度」有志会

（以降「有志会」と記す）。これは mixi 上のファ

ンコミュニティ等で集まったファン有志に

よるイベントだ。（８） 

協力にピーエー、特別協力にバンダイビジュアル

が付き、南砺市・観光協会・商工会なども後援に名を

連ねた。「ＴＴ」上映やスタッフ・声優らによるトー

クショーが盛り込まれ、３００名の熱心なファンが

足を運んだ。 

有志会の設立者・佐古田宗幸代表は、2010 年 9

月「城端曳山祭」における「麦端踊り」披露を見て、

「ファンとアニメ作品の関係に、一つのあ

たらしい可能性を提示している」と感銘。有

志会として、ファンと地域との架け橋になろう、とフ

ァンイベントを開催したようだ。（９） 

 

有志会はその後も、各種ファンイベントを積極的

に開催。（１０） 

「城端むぎや祭」「城端曳山祭」内の「イベント内

イベント」として、ファン向けの観光ツアーや

無料休憩所設置、観光ガイドブックの作成

等を企画。探訪する作品ファンが楽しめるような企

画が多い。 

手弁当の有志企画ながらも、2011 年から「南砺

市協働のまちづくりモデル事業」に採択。南

砺市から一定の補助金も拠出された事で、金銭的に

活動しやすくなった側面もあったと思う。（１１） 

 

ファンによる「コミュニティ」が、地域に溶け込み

地域のファンになる。ファンが地域活動にも積極的

に参加、地域の活性化に繋がる。これまでコンテンツ

ツーリズム研究で取り上げられ、称賛されてきた典

型的構図だ。 

しかし、ファンによる活動も、限界がある。あくま

で、仕事片手間の「余暇」の時間を活用して

の取組にすぎず、属人的な部分も大きい。メンバ

ーが何かの事情で動けなくなると、途端に

活動がしぼんでしまう。（１２） 

実際、この有志会にしても、2013 年に佐古田代

表が公私の多忙を理由に退任。他のメンバーも生活

環境の変化もあり、今後の活動が困難になった事を

理由とし、2015 年 3 月で有志会としての活動を終

了させた。（１３）（１４） 

筆者自身も、前巻にて「ファンコミュニティ」の「コ

ンテンツツーリズム」における効用を説いてきた身

だが、手弁当の趣味活動であるがゆえの限界…す

なわちファンメンバーの個人的事情による、

活動の停滞・崩壊のリスクは、肝に銘じておく

べきとも感じている。 

 

最後に、行政による新たな取組として、「恋旅」

を取り上げたい。 

2013 年 4 月に公開されたこのアニメは、南砺市

が、ピーエーに依頼して制作した短編アニメ。スマー

トフォンで専用アプリをダウンロードした上で、南

砺市に足を運ばないと観られない仕組にす

る事で、南砺市の訪問を促している。（１５） 

正式タイトルは、「恋旅～True Tours Nanto～」

と、「ＴＴ」を意識したタイトル。製作スタッフも、

「ＴＴ」スタッフが集結。明らかに、「ＴＴ」で城
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端を訪れるファンを、ターゲットとしている。 

南砺市を３つのエリア（「利賀・福野地区」「井波・

平・上平地区」「福光・井口・城端地区」）に分け、各

エリア毎に短編アニメを用意。それぞれのエリアに

足を運ぶことで、そのアニメを観られるという仕掛

けを取っている。 

「ＴＴ」舞台・城端「以外」の区域にも、

足を運んでもらおうとする考え方だ。 

 

南砺市が「恋旅」を始めた背景としては、「ＴＴ」

の取組を城端に留まらず南砺市全域に広げたいとの

意向（2015,花房 a）も指摘されている。 

加えて、地域にピーエー本社が存在する事でタイ

アップ可能な地の利、加えて南砺市では防災目的で

「ワンセグ特区」に指定されており、エリアを限定し

た形で防災情報・観光情報を流す事も可能なインフ

ラが整っており、これが流用できる事などが挙げら

れるだろう。（竹内,2014） 

 

地域側も、「恋旅」を生かそうと、フォトラリーや

女子旅ツアーといったイベントや、グッズ販売（１６）

等に積極的に取り組む。先述「有志会」も、「恋旅」

オフィシャルツアーの運営に関わるなどして協力し

た。（2014,河嶌、古川・川瀬・西・藤井,2015、 

2015,花房 b） 

「恋旅」は南砺市が著作権を持っており（竹

内,2014）、権利関係の処理におけるハードルも低い。

これが地域関係者各位の取組を容易にしている。 

市内・井波地区では、彫刻の盛んな土地柄たる事に

も因んで、井波彫刻総合会館に恋旅キャラの「木

彫り像」を用意。井波への集客を試みた。（１７） 

 

しかしながら集客につながったかと言えば、微妙

な所である。 

富山大学・古川勝教授及び学生達のグループが、聖

地巡礼者によるノート記帳を長年にわたり観察して

いる。古川氏グループの研究発表によると（本折・川

瀬・西・藤井・古川,2013、古川・川瀬・西・藤井,2015）、

井口地区の巡礼ノートの書き込み数が極めて少なく

（１８）、また城端駅の巡礼ノートも、「恋旅」導入後

も減少しているとの事。 

城端駅のノート書き込み数は、2008 年の「ＴＴ」

放映以降増加基調。来訪者が順調に増加している事

が伺えるも、2011 年度をピークとし、以後は減少

基調に。2012 年度に急減し、2013 年は「恋旅」

投入の甲斐も無く前年割れに終わっている。 

「恋旅」による地域への集客効果は、残

念ながら、非常に厳しいものと考えられる。 

 

「恋旅」は、一度その地域を訪れダウンロードすれ

ば、何処でも見られるという形式であり、リピーター

化に繋がらないとする指摘もある。（竹内,2014） 

一応、「むぎや祭」等市内祭事に合わせたキャラ限

定ボイスを用意する等、町に足を運ばせるような仕

掛けを取ってはいるが、これだけではパンチ力に欠

ける。 

今後も「恋旅」を続けるのならば、予算の問題もあ

るだろうが、アニメ本体の続編・番外編等、新たなコ

ンテンツ展開が必要だろう。 

 

「恋旅」は微妙な成果だが、それでも南砺市の挑戦

は終わらない。 

現在、2017 年を目途に、市内「城端ハイウェイ

オアシス」（東海北陸自動車道上）に隣接する形で、

「南砺市クリエイタープラザ」を開設予定だ。 

「北陸・中部エリアのクリエイティブな創造活動

拠点として、様々なクリエイターが集い、創造力と発

信力を発揮して「新しい未来・技術・体験創造」を引

き出せる場」（１９）との位置付けで、第二第三のピ

ーエーを誘致・育成し町の地場産業化させようとい
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う狙いがありそうだ。 

コンテンツ産業等、クリエーターにとっ

ての、「シリコンバレー」的集積基地を目指

しているのだろう。 

ピーエーも、このクリエイタープラザそばに、本社

を移転させる予定だ。 

 

成果が上がるかどうかは未知数だが、ここから、ピ

ーエー「ＴＴ」に次ぐ新しい何かが、第二第三の「ピ

ーエー」が、生まれてくるかもしれない。 

今後の展開にも、注視して参りたい。 

 

なお、南砺市側は、同じピーエーが 2011 年 4 月

に発表したアニメ「花咲くいろは」の舞台となった、

隣県・石川県金沢市湯涌温泉（第 5 章）との連携を

模索している。 

次章で湯涌温泉の取組を解説するが、その中で、湯

涌温泉と南砺市との連携についても語りたい。

 

（１）町村合併に伴い、現在は「南砺市企業家支援センター」に改称。 

（２）１㎡当たり 500 円／月、共益費 2000 円/月と破格の好条件。 

http://www.city.nanto.toyama.jp/cms-sypher/www/secfolder/reiki/reiki_honbun/ar06605591.html 

（３）主な下請け作品として、「鋼の錬金術師」「ツバサ・クロニクル」「レイトン教授」シリーズ等が挙げられる。 

（４）「ＴＴ」がらみの取組については、北日本新聞が特に熱心だ。また、同新聞ほどではないが、北國・富山新聞の報道

も相当熱心だ。 

（５）Gigazine 2008 年03 月14 日 「富山県議がアニメ「true tears」の県内放映に向けて尽力、放映実現へ」 

http://gigazine.net/news/20080314_true_tears/ 

（６）なんと-e.com 「今週のなんと！いい人 西上町恵友会」 

http://www.nanto-e.com/community/pikaichi/index.jsp?id=182 

（７）だめちゅんにっき「true tears の里、城端で「麦端踊り」をみてきました…そしたらお前らも踊ってた」（2010/4/12） 

http://desireforwealth.com/diary/201004_true_tears_mugihaodori.shtml 

（８）当時のチラシは、http://ttjohana.web.fc2.com/doc/tirasi_omote.pdf 及び  http://ttjohana.web.fc2. 

com/doc/tirasi_ura.pdf を参照。有志会については、http://ttjohana.web.fc2.com/yushikai.html を参照。 

（９）河嶌,2014、『真実の涙をもう一度 true tears イベント in 城端』開催！ 

http://www.city.nanto.toyama.jp/cms-sypher/www/info/detail.jsp?id=7430、 

（１０）余談だが、この過程で、有志会・佐古田代表が京都から城端に移住。他のファンも、曳山祭で引手を務めるなど、

作品ファンが地域に溶け込み、地域ファンと化す様子が見て取れる。（河嶌,2014） 

（１１）南砺市協働のまちづくりモデル事業（市民団体枠）の公開 

 https://www.city.nanto.toyama.jp/cms-sypher/www/service/detail.jsp?id=8069 

（１２）夕張の事例（前巻参照／「夕張まんがまつり」）に近いものがある。 

（１３）有志会公式サイト「新着情報」 http://ttjohana.web.fc2.com/news_log.html 

（１４）佐古田代表は、その後ピーエー関連会社「パックス」に勤務。観光 AR アプリ「花いろ旅あるき」開発に従事さ

れているようだ。http://ascii.jp/elem/000/001/045/1045687/ 

（１５）南砺市・城端以外でも、ピーエーは地域と協働しての取組が少なくない。「ＴＴ」の実績も買われての事だろうが、
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2009 年、富山テレビ放送の企画「富山観光アニメプロジェクト」にて、立山黒部アルペンルート・五箇山等県内観光地を

アニメで紹介する取組に、制作側として協力している。 http://www.bbt.co.jp/cooltoyama/ 

（１６）井波彫刻のストラップ・五箇山和紙のポストカード等、南砺市の地場産業とのコラボレーションもの。南砺市内

での限定販売。 

（１７）「恋旅」の主人公、木彫り像で登場 富山・南砺(朝日新聞／2013 年9 月19 日) 

http://www.asahi.com/area/toyama/articles/OSK201309180090.html 

（１８）井口地区のノートは、2013 年 5 月には 40 件の書き込みがあったものの、その後は急激に減少。書き込みがゼ

ロの月も見られた。 

（１９）南砺市クリエイタープラザの入居者を募集します 

 http://www.city.nanto.toyama.jp/cms-sypher/www/info/detail.jsp?id=15041 

 

（参考文献） 

河嶌太郎「メディアコンテンツを用いた地域おこしの事例と展望についての考察（中篇）」（同人誌・コンテンツツーリズ

ム研究会編「コンテンツツーリズム論叢 Vol.6」コンテンツツーリズム研究会・2014） 

本折あゆみ・川瀬里奈・西美優・藤井玲衣・古川勝「アニメを動機とした旅行動態－城端を舞台とした『true tears』の事

例」（同人誌・コンテンツツーリズム研究会編「コンテンツツーリズム論叢 Vol.4」コンテンツツーリズム研究会・2013） 

古川勝・川瀬里奈・西美優・藤井玲衣「アニメ『true tears』の聖地への来訪者調査」（同人誌・コンテンツツーリズム研

究会編「コンテンツツーリズム論叢 Vol.7」コンテンツツーリズム研究会・2015） 

花房真理子「『true tears』－地域住民・作品ファン・制作者が担う地域文化」（岡本健編著「コンテンツツーリズム研究」

福村出版・2015a） 

花房真理子「地産地消のコンテンツツーリズム」（岡本健編著「コンテンツツーリズム研究」福村出版・2015b） 

竹内千瑛「恋する旅は南砺へ向かう－「恋旅～True Tours Nanto」現状分析－」（同人誌・コンテンツツーリズム研究会

編「コンテンツツーリズム論叢 Vol.5」コンテンツツーリズム研究会・2014） 

片岡達也「新たな観光資源の創作に向けて～アニメとスポーツを例に～」（?静岡総合研究機構・2012） 
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ピーエーワークスが 2013 年に手掛け、南砺市を

舞台としたアニメ「恋旅」。 

この少し前に手掛け、2011 年 4 月～9 月に放映

されたアニメが、石川県を舞台とした「花咲くい

ろは」（以下「花いろ」と表記）である。 

このアニメも、オタク界隈で人気が高い。2013 年

3 月、新作となる劇場版が公開された事からも、好評

を博したことが伺える。 

 

アニメの舞台は、金沢駅からバスで約 30 分。金沢

の奥座敷とも言われる老舗温泉「湯涌温泉」。 

作中では、「湯乃鷺温泉」という架空の温泉地での

設定だが、モデルは湯涌温泉だ。 

湯涌温泉の旅館「山音」の吉田支配人が、ピーエー

の知人より協力の打診を受けた事から、制作側と地

域との連携がスタート。吉田氏は、「影のキーマン」

的存在となり、湯涌温泉観光協会・行政（金沢市）等

との連携を取りつつ、「花いろ」の制作に水面下で協

力した。（清塚・藁品・鉢嶺,2015） 

 

なお、「花いろ」の舞台は湯涌温泉のみではない。 

作中「湯乃鷺温泉」の最寄り駅「湯乃鷺駅」は、湯

涌温泉から北に数十キロ離れた、ローカル鉄道・の

と鉄道「西岸駅」（石川県七尾市）をモデルとして

いる。 

のと鉄道、及びその沿線地域でも、「花いろ」を活

かした地域振興の取組に積極的だが、これは、次章

（第 6 章）にて記したい。 

本章では、あくまで金沢市・湯涌温泉の取組を取り

上げたい。 

 

湯涌温泉「花いろ」に関しては、アニメ放映スター

ト前から、地元紙の熱心なプッシュが目立った。 

特に、北國新聞の熱心さは「常軌を逸する」と評し

ても過言に非ざるレベルであった。 

アニメ放映半年前の 2010 年秋時点で、石川の温

泉地を舞台とするアニメが登場する事を報じ、アニ

メが地域振興に繋がる事への期待感溢れる社説を掲

載した。（１） 

その後も「花いろ」を頻繁に記事化。2013 年秋

までに記事数は 100 件を超えている。隣県・富山県

南砺市舞台「True Tears」ですら、富山新聞 46 件・

北日本新聞 74 件だ。（河嶌,2013） 

「ＴＴ」は 2008 年放映以後の累計記事数だが、

「花いろ」は 2011 年放映以後の累計記事数だ。短

い期間ながらも多くの記事を出しており、北國新聞

が、極めてハイペースに「花いろ」を報じ続けている

事が伺える。（２） 

【第５章】石川県金沢市湯涌温泉の取組 

地域振興へのアプローチ アニメ「花咲くいろは」舞台としての観光振興・地域振興 

地域振興へのキーマン ピーエーワークス、湯涌温泉観光協会（旅館「山音」等） 

ここがポイント！ 

▶ 地元メディア「北國新聞」の猛プッシュ 

▶ 城端（南砺市）・能登半島等、他の「聖地」と横の連携 

▶ 宝探しイベント業者等、外部業者を積極的に活用した企画 

▶ アニメを足掛かりに、新たな「伝統行事」となり得る祭事を定着させる 
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こういうメディアの報道姿勢も、町おこし

機運の高まりに、一役買っている事は間違い

ない。特に、地元紙はその地域の人々を読者としてい

るから、その特性はより顕著になるだろう。 

 

「花いろ」放映開始以降、人気の高まりを受けて、

湯涌温泉に足を運ぶファンは増加する。 

とは言え、この湯涌温泉、宿泊施設は１０にも満た

ない。宿泊キャパシティは、８軒で４５０人。これは

和室に定員いっぱい詰め込んでの理論値なので、実

質的な収容可能数はもっと少ない。（３） 

湯涌温泉への舞台探訪者は、金沢からバスで３０

分というアクセスの良さもあってか、宿泊を伴わな

い、日帰りでの立ち寄りが多いと考えられる。 

 

湯涌来訪者を飛躍的に増やした大きな成果となる

取組が、「ぼんぼり祭り」であろう。 

「ぼんぼり祭り」は、「花いろ」作中に登場する架

空のお祭りだが、これを湯涌温泉で現実の祭り

として再現しようという試みであった。 

背景としては、湯涌温泉としては９～１０月が

閑散期であり、この時期のテコ入れとして何

かしらの祭事を開催したいとの思惑があったようだ。

（山村・石川,2012） 

 

小さな温泉街のキャパシティや体力でも、小規模

ながらも末永く継続できるように。 

また、現実的にはアニメファンをターゲットとし

ているものの、将来的にはアニメ由来という

事がわからないぐらいに伝統行事として定

着させる事も目指していたようだ。（山村・石

川,2012） 

（アニメ後の「着地点」を見据えた取り組み、

とも言えると思う） 

製作者側・ピーエーも、菊池宣広専務らを中心に協

力。アニメ制作・放映期間中から「ぼんぼり祭り」開

催に向け動いていた事もあり、祭りのイメージ図が

監督側にも伝えられる。一部の要素は作品中にも取

り入れられた。（４） 

メイン会場は、湯涌温泉内の湯涌稲荷神社と、玉泉

湖。神職を招いての本格的な神式に。 

こうして、「湯涌温泉水害復興三周年記念事業」と

しての大義名分も得て、「ぼんぼり祭り」の再現開催

に至った。 

 

制作側としては、ピーエーワークスに加え、「花い

ろ」に関わる出版社・レコード会社・テレビ局等も賛

同。「ぼんぼり祭り」と同日に、ピーエーより声優や

スタッフ・アーティストを招いてのトークショー等

を実施し、側面支援を行った。 

ぼんぼりが不足していたため、ピーエーの伝手で

南砺市城端の「むぎや祭り」側が協力し、ぼ

んぼりを湯涌温泉に貸与した。 

アニメ放映前より前のめりに熱心だった北國新聞

も、「ぼんぼり祭り」神事の様子を Ustream により

配信・公開する試みに協力した。（５） 

 

当日は多数の来場者が想定されるも、湯涌温泉は

旅館数 1 桁の、小じんまりとした温泉街だ。 

駐車場等の受入インフラも備わっていないため、

金沢大学・地域推進連携センターの協力を得て、金

沢大学に1000台収容の駐車場を確保した。 

北陸鉄道の協力も仰ぎ、金沢大学から臨時バ

スを運行。行き先も「湯涌温泉」とはせず作中登場

の「湯乃鷺温泉」行きとする粋な計らいも。（６） 

 

参加者は初回・2011 年に 5000 人を数え、以後

毎年秋の開催が定例化。動員数も、2012 年・7000

人→2013 年・10000 人→2014 年・12000 人

と右肩上がり。（岡本,2015） 
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直近の 2015 年は、14000 人と史上最高の動員

を記録（７）。「花いろ」人気を足掛かりとしつ

つも、湯涌温泉に新たな伝統行事が誕生し

た、と言っても過言ではないだろう。 

この調子ならば、「花いろ」の勢いが衰えても、催

事そのものは定着して残りそうだし、催事の集客も

一定数確保できそうだ。地域にとっては大きな

「財産」を築けた、と言えるだろう。 

 

この「ぼんぼり祭り」以外にも、湯涌温泉は、来訪

者をもてなそうと様々な取組を行っている。 

これは一例に過ぎないが、作中の舞台となった湯

乃鷺温泉の旅館「喜翠荘」は、1999 年に廃業した

湯涌の老舗ホテル「白雲楼」がモデル。白雲楼は取り

壊されたが、その跡地に往時の白雲楼を映した写真

パネルを展示。舞台探訪者向けに供した。（８） 

2013年には、ピーエーの関連会社「パックス」

が開発した「花いろ旅あるき」のサービスがスタ

ート。スマートフォンを利用してのアプリソフトで、

クイズラリー・スタンプラリーの要素を盛り込み、来

訪者の街歩きを促している。（９） 

2014 年 7 月からは、宝探しイベント企画会社・

ラッシュジャパンと提携し、リアル宝探しゲー

ム「喜翠荘の純恋」サービス提供を開始。これも

街歩きを促す企画だ。2015 年秋の「ぼんぼり祭り」

までを期限としたが、好評に伴いサービスを延長さ

せている。（１０） 

小規模の温泉街という事もあり、マンパワーや行

動力には限界がある。だが、外部の業者と上手く

提携しつつ人手の要らない企画を用意して、

来訪者を歓待しようと取り組んでいる。 

 

最後に、湯涌温泉と他地域との横方向への連携

について触れておきたい。 

湯涌温泉は、他のアニメ聖地との距離も近く、訪問

者が他地域とのハシゴで往来する傾向にある。 

コンテンツツーリズムの取組においても、互いの

地域同士が連携して取り組んでいる節がある。 

 

まず、能登半島のローカル線・のと鉄道。「花いろ」

における「湯乃鷺駅」は、のと鉄道「西岸駅」をモデ

ルとしている。これに関連し、のと鉄道・終着駅が置

かれる「穴水町」でも、「花いろ」関連での町おこ

しの取組が深まる。 

穴水に向かう途中の「宝達志水町」も含め、湯

涌温泉からのハシゴ訪問者も多く、湯涌温泉との連

携も進んでいる。これら各地域の取組については、次

章（第 6 章）で改めて申し上げたい。 

 

もう一つは、城端（第 4 章）との連携だ。城端は、

金沢から比較的近い上、同じピーエーワー

クスの作品「True Tears」の舞台でもある。

そして何より、ピーエーの本社が城端である。 

元々湯涌温泉のある金沢市と、城端のある

南砺市とは、江戸時代からの繋がりが深い

土地柄だ。南砺市・五箇山で作られた火薬の原料が、

城下町・金沢に輸送される「塩硝の道」というルート

が存在しており、両地域の交流は深い。そしてその交

流は、官民様々な分野で現在でも継続されている。 

そして湯涌温泉「ぼんぼり祭り」において城端「む

ぎや祭」が協力した事で、アニメの聖地同士とい

う観点からも交流が深まった。 

 

2013 年秋には、「金沢・南砺行政懇談会」「金沢

市・南砺市開発関係懇談会」において、この年に公開

された南砺市のご当地アニメ「恋旅」と、こ

の年劇場版が公開された湯涌温泉「花いろ」

との連携を模索する声が、南砺側より上がって

いる。（１１） 

2015 年 3 月より、北陸新幹線金沢延伸開業を契
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機に、南砺と金沢とを結ぶ実証実験バスの運行がス

タート。両地域を舞台とする「恋旅」「True Tears」

（共に南砺市舞台）・「花咲くいろは」（金沢湯涌温泉

舞台）というピーエー制作 3 作品のラッピン

グバスが導入される事となった。（１２） 

両地域間の交流は元々活発だが、今後はアニメ聖

地同士としての連携も期待されるだろう。 

 

纏めると、湯涌温泉の取組においては、他の地域に

はない稀有な特徴が、3 つ指摘できる。 

 

①地元紙・北國新聞の驚異的なまでに熱心

な報道 

②作品の祭事を現実に再現し、伝統行事化 

③南砺市・のと鉄道沿線自治体等、他地域

アニメ聖地との横方向への連携 

 

これらの各点が、湯涌温泉に見られる独自の特徴

と言えるであろう。 

 

（１）（河嶌,2015）及び北國新聞 2010.10.8 朝刊記事、同 2010.10.11 朝刊社説 

（２）この他、同じ 2013 年秋までの記事累計数としては、「ガールズ＆パンツァー」（茨城県大洗町）ですら、地元紙・

茨城新聞掲載は 34 件に留まっている（2015 年の劇場版公開で記事数は急増しただろうが…）。他のアニメ舞台の地元紙

も、３０～４０件ぐらいの所が多い。「花いろ」に関する北國新聞の熱の入れ方は明らかに他所と違う。（河嶌,2013） 

（３）「統計からみた石川県の観光（平成２６年）」（石川県観光戦略推進部・2015）より。 

http://www.pref.ishikawa.lg.jp/kankou/documents/toukei26.pdf 

この統計では湯涌温泉の宿泊施設数を８軒としているが、実際には９軒あり、昨今新設された「金沢湯涌ゲストハウス」

を除外しての数字と考えられる。とは言え、同ゲストハウス（収容最大２５名）を含めても５００人に満たない。 

（４）シンポジウム「コンテンツによる地域活性化 アニメーションが地域にもたらすもの」（2011 年 11 月 5 日、金

沢大学開催） ピーエーワークス専務取締役・菊池宣広氏基調講演より http://www.crc.kanazawa-u.ac.jp/crc/wp-

content/uploads/2015/02/2011_contents_report.pdf 

（５）（４）に同じ 

（６）（４）に同じ 

（７）北國新聞 2015/10/11「新幹線客「花いろ」に酔う 湯涌ぼんぼり祭り」  

http://www.hokkoku.co.jp/subpage/H20151011101.htm 

（８）（河嶌,2015）及び北國新聞 2012.5.6 朝刊「「花咲くいろは」のモデル 白雲楼パネルでしのぶ」 

（９）http://www.hana-tabi.jp/ なお、正確にはのと鉄道・湯涌温泉の共同開発との事。詳細は、次章（第6 章 

）及び中日新聞 2013.10.11「【石川】「花いろ」が縁結び のと鉄と湯涌温泉 スマホ活用 ファンの往来連携」 

http://tabi.chunichi.co.jp/odekake/131011ishikawa_hanairo.html も参照。 

（１０）リアル宝探し「喜翆荘の純恋歌」～恩返しは宝探しから～期間延長のお知らせ  

http://yuwaku.gr.jp/archives/2036 及び 「喜翆荘の純恋歌」http://www.takarush.jp/event/hanasakuiroha/ 

（１１）（河嶌,2015）及び北國新聞 2013.10.17「アニメで誘客連携 金沢・南砺 「花いろ」「恋旅」コラボ 南砺市

で行政懇談会」 

（１２）南砺と金沢をつなぐ旅 http://www.koitabi-nanto.jp/wrapping_bus/ 
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集」・2012）http://www.hkk.or.jp/kenkyusho/file/jyosei_rep24-09.pdf 

清塚裕瑛・藁品和寿・鉢嶺実「ＩＴ利活用が中小企業にもたらすものは③ －中小卸売・小売・サービス業のＩＴ利活用

－」（「信金中金月報 2015.02」信金中央金庫・2015） http://www.scbri.jp/PDFgeppou/2015/2015-2.pdf 

 

 

前章（第 5 章）にて、アニメ「花咲くいろは」を

通じた湯涌温泉の地域振興策を取り上げた。 

だが、「花咲くいろは」の「聖地」は、湯涌温泉だ

けではない。 

能登半島の七尾市・のと鉄道「西岸駅」が、作

中「湯乃鷺駅」のモデルとなる等、能登半島にも「聖

地」は存在する。湯涌温泉から能登半島へと、

「聖地」をハシゴするファンも多い。 

本章では、湯涌以外の能登半島各地の取組につい

て見ていきたい。 

 

のと鉄道は、旧国鉄の民営化に伴う赤字路線廃止

の動きの中、石川県を中心とした第三セクターに経

営が引き継がれたローカル線である。 

全長約３０ｋｍ。和倉温泉を擁する能登半島中部

の観光都市・七尾市と、奥能登や輪島・能登空港への

玄関口となる穴水町とを結んでいる。七尾でＪＲと

乗換可能で、このＪＲ線が、県都・金沢と七尾を結ぶ。 

元々は穴水から輪島・奥能登に向かう路線もあっ

たが、利用者低迷により廃線に。経営状況は、決して

宜しくない。 

 

端緒となったのは、放映直後の 2011 年 4 月 29

日。舞台の一つとなった同鉄道「西岸駅」に、「湯

【第６章】石川県能登半島各地の取組 

地域振興へのアプローチ アニメ「花咲くいろは」を活用しての観光振興・地域振興 

地域振興へのキーマン のと鉄道、湯涌温泉・のと鉄道連携交流創出委員会、宝達志水町商工会 

ここがポイント！ 

▶ 湯涌温泉との連携・横展開を通じての町おこし 

▶ 作品舞台ではないが、町中でのイベント開催を通じ半ば強引に聖地化 
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乃鷺駅」の駅名標が取り付けられ、その「お披露

目式」が行われた事。普段の利用者が 1 日 20 人

程度のこの駅に、推定 300 人以上が詰め

かけたのだから、関係者に与えた影響は相当大きか

ったのではないだろうか。（１） 

同年 7 月には、「花いろ」声優を車内アナウ

ンスに起用。石川県総合試験場が、ＧＰＳを活用

し特定場所を通過すると音声が流れるシステムを考

案し、これを利用したようだ。（２） 

当時ののと鉄道・山下社長へのインタビュー記事

の中では、アニメファンによる乗客増を「1 車両に

付き５，６人」としつつも、効果は期間限定と考

え、「次の一手」の必要性を重んじていたようだ。（３） 

 

厳しい経営状況ゆえ、危機感も強かったのだろう。

「次の一手」は早々に飛び出した。 

トミーテック「鉄道むすめ」シリーズ（４）、のと

鉄道キャラ「和倉ななお」と「花いろ」と

のコラボである。2011 年 11 月にのと鉄道の誘

客宣伝ポスターとして両者を起用。次いで翌 2012

年 1 月には、本社所在地の穴水駅でステッカー等の

グッズ類を販売した（５）。 

2012 年 3 月には、花いろラッピング列車が

登場。「西岸駅」での出発式が行われ 300 人が来場、

七尾～穴水間を疾走するこの取組はその後も続き、

2016 年 2 月現在、「三代目」となる列車が運

行している。（６） 

こういう努力の甲斐もあり、赤字経営は変わらぬ

ものの、2012 年度には旅客運輸収入が前年比

増に転じる改善。団体客の増加に加え、「花いろ」効

果も大きかったようだ。のと鉄道は、2012 年の 1

年間で、駅や沿線を訪れたファンを 20000

人と推計している。（７） 

 

これ以後も、「のと鉄道」は積極的に「花いろ」を

通じた誘客に努めるが、注目すべきは、本社もあり

「終着駅」でもある「穴水駅」に人を呼び込もうとし

ている点である。 

「花いろ」の舞台となった「西岸駅」は終点・穴水

の 2 つ手前の駅だが、西岸に来る訪問客を、2

つ先の穴水まで引っ張って来よう。そういう

意図が見えてくる。 

 

例えば、2012 年に模型会社が、西岸駅及び花い

ろラッピング列車を模型化しての再現を試みたが、

これを穴水駅に展示した（８）。 

穴水駅で開催された鉄道まつり「のと鉄道フェ

スティバル」では、「花いろ」ラッピング列車との

綱引き企画や、湯涌温泉の湯を用いた「足湯」を設置

する等、花いろファンを強く意識している。（９） 

 

穴水誘導路線は、旅客収入の増収目的に加え、グッ

ズ販売を行う本社内のショップが穴水にある事から、

グッズ増販目的の側面も含まれている、と考えら

れる。 

加えて、西岸駅が小さな駅で、キャパシティも弱い。

多くの人々を呼び込もうとしても、西岸駅は、動

員数・実行可能な企画の幅などで制約もあ

る。何か企画を起こすに当たっては、穴水の方が動

きやすい。そういう事情にも因ると考えられる。 

 

湯涌温泉（第 5 章）の事例でも触れたが、2013

年秋から、「湯涌温泉×のと鉄道共同キャン

ペーン」と題した「花いろ」舞台探訪のスマホアプ

リ「花いろ旅あるき」がスタート（１０）。湯涌

温泉・能登中島・穴水の 3 エリアを対象としている。 

のと鉄道の事業が、石川県の能登半島地震復興

基金に採択され補助金が得られた事を契機に動き

が急速化。湯涌温泉・のと鉄道の両者が連携した「湯

涌温泉・のと鉄道連携交流創出委員会」名義
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での取組だ。（１１） 

しかしここで不思議なのは、舞台の湯涌温泉は無

論、主人公たちが通学する学校の最寄り駅モデルで

ある「能登中島駅」までは取り上げられるのも分かる

…だが、穴水は、「舞台」ですらない。 

確かに、舞台の一部となった「のと鉄道」の終着駅

ではあるが、作品と町とのご縁は、基本的にない。 

それが組み込まれる所に、のと鉄道の「穴水推し」

という強い意志を感じ取れる。 

 

2014 年 3 月、穴水町で「真名井のあかり～

ライトタウン・キャンドルナイトｉｎ穴水

～」というイベントが開催された。 

元々、19 世紀に穴水を訪れた米人天文学者・パー

シヴァル＝ローウェルに因み、「カフェ・ローエ

ル」という地域のお祭りが、穴水では 10 年前から

開催されていた。 

地元民によるフラダンス・ベリーダンス等のステ

ージ発表や、子供が気軽に参加できる路上アートイ

ベントもあるが、メインは、町を流れる真名井川の水

辺にキャンドルを照らしてのライトアップ。幻想的

な水辺の光景が評判のイベントであった。 

例年は初夏から夏にかけての開催を予定していた

が、2014 年は「のと鉄道」からの依頼もあり

「湯涌温泉・のと鉄道連携交流創出委員会」との共催

として開催。前年秋スタートの旅アプリにおける

穴水テコ入れの意味合いもあったとは思うが、の

と鉄道の意向で、花いろとコラボしつつ「真

名井のあかり」というイベント名にて、前

倒しで開催となった。（１２） 

 

「真名井」においては、従前の「カフェ・ローエル」

時代のコンテンツを一部引き継いだ上で、「花いろ」

要素が多々盛り込まれ、実質的に「花いろ」ファンイ

ベントと化した。 

穴水町さわやか交流館プルートでの「劇場版」パネ

ル展や、穴水駅での「花いろ」ラッピング列車の展示。 

メインとなるキャンドルイベントも、「劇場

版」での、停電の中でガラスに蝋燭を入れ

て明かりを灯すシーンを再現するというコン

セプトの下、幻想的な光景が繰り広げられた。 

キャンドルイベント終了後は、のと鉄道による七

尾方面行の臨時列車「真名井のあかり号」も運行。「花

いろ」ラッピング列車に、照明を落としてキャンドル

をともした特別仕様の列車だった。（１３） 

当然、多数の参加者が訪れたようで、来場者数こそ

発表されてはいないものの、2015 年 8 月に第 2 回

目の「真名井」が開催された事からも、一定の成果を

おさめたと見て良いだろう。 

 

穴水町は、「花いろ」の舞台に近い町ではあるもの

の、「花いろ」の「舞台」ではない。 

しかし、のと鉄道の強い意向で、旅アプリ等穴水へ

のファン誘客の努力が顕著であった。 

そして既存の催事に「アニメシーンの再現」

という要素を盛り込ませる事により、舞台

ではないものの「聖地化」させる事に成功

した事例と言えるだろう。 

 

最後に、金沢から穴水に向かう途中の、「宝達志

水町」の取組について触れたい。 

宝達志水町は、2005 年に志雄町・押水町（１４）

２つの町が合併して成立した、人口 1 万人の町。 

この町は、オムライスの発明者・創始者である北橋

茂男氏がこの町の出身である事に因み、2011 年よ

り「オムライスの町」として売り出しを始めてい

る。北橋氏親族の協力も仰ぎながら、商工会を事務局

とした「オムライスの郷プロジェクト実行委員会」が

販促活動を行っている。（１５） 

勿論、「花いろ」の舞台でも無ければ、「花
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いろ」の舞台である「のと鉄道」すらも通

っていない。「のと鉄道」への通り道に存在する、

という程度のご縁しかない。 

 

しかし、「花いろ」作中でオムライスが出て

きた、という事で湯涌温泉「ぼんぼり祭り」より、

宝達志水町にお声がかかる。 

宝達志水町は、2012 年秋の「ぼんぼり祭り」

に出店し、オムライスを振舞う事に。これが

「花いろ」とのご縁となる。（田中,2012） 

翌 2013 年、劇場版公開のタイミングに合わせ、

能登有数の観光名所「千里浜なぎさドライブウェイ」

近くの「ハートフル千里浜」が主体となり、シール

ラリーイベントを開催。オムライスで 4 店舗制覇

せねばならずハードルは高いものの、それでものべ

3000 人が足を運んだようだ。 

劇場版公開という絶好のタイミング、加

えて湯涌・能登２つの「聖地」の中間地点

という立地、そして「花いろ」にも登場し

たオムライス、というストーリー性が加わっ

た事が、成功の要因だろう。 

 

穴水にせよ宝達志水にせよ、「聖地」ではないため、

本来ならば作品由来の町おこしに加わる事は難しい。 

しかし、町に誘客する努力を図ったり、ご

縁を上手に生かしたり、と工夫を重ね成功

に至った稀有な例という事で、本章で取り上げさ

せていただいた次第である。 

 

 

（１）（河嶌,2015）及び北國新聞 2011.5.10「デスク日誌」、花咲くいろは公式ブログ・2011/4/30「湯乃鷺駅誕生！」

http://hanasakuiroha.seesaa.net/archives/201104-1.html 

（２）（河嶌,2015）及び北國新聞 2011.7.23「のと鉄道声優が案内します」 

（３）（河嶌,2015）及び北國新聞 2011.8.14「新幹線効果を奥能登に のと鉄道社長山下孝明氏」 

（４）「鉄道会社で働く女の子」という設定のオリジナル萌えキャラクター。フィギュア・グッズ等を展開。全国各地の私

鉄でオリジナルキャラを設定している。近似例としては、三陸鉄道「久慈ありす」（2006 年より商品展開）はとＮＨＫ朝の

連続テレビ小説「あまちゃん」（2013 年放映）が絡んだ、三陸鉄道及び岩手県久慈市★の取組が挙げられる。 

（５）（河嶌,2015）及び北國新聞 2011.11.26「キャラ「和倉ななお」アニメ「花咲くいろは」のと鉄道ポスターで誘

客」・北國新聞 2012.1.29「のと鉄道がステッカー 穴水駅で限定発売」 

（６）（河嶌,2015）及び北國新聞 2012.3.22「「花咲くいろは」列車発車」 

（７）（河嶌,2015）及び北國新聞 2013.6.5「旅客収入 0.8％増 のと鉄道決算」、中日新聞 CHUNICHI Web 

2013.10.11 

（８）（河嶌,2015）及び北國新聞 2013.6.5「花咲くいろは模型で再現」 

（９）（河嶌,2015）及び北國新聞 2013.9.7「のと鉄道フェスポスター完成 28、29 日 穴水駅で催し多彩に」・北國

新聞 2013.9.28「穴水駅に湯涌の足湯 「花いろ」キャラ看板設置」 

（１０）花いろ旅あるき http://www.hana-tabi.jp/topics.html 

（１１）中日新聞 2013.10.11「【石川】「花いろ」が縁結び のと鉄と湯涌温泉 スマホ活用 ファンの往来連携」

http://tabi.chunichi.co.jp/odekake/131011ishikawa_hanairo.html 

（１２）森本石油のブログ  2014.2.21「真名井のあかり～おもてなしカフェ・カフェローエルの件」
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http://blog.livedoor.jp/morimotosekiyu/archives/7556347.html 

（１３）聖地巡礼・舞台探訪ブログ「甲山に吠える虎」 2014.3.24「【雑記】穴水町有志イベント「真名井のあかり」を

「花咲くいろは HOME SWEET HOME」のワンシーンで～キャンドル点灯イベント【2014 年3 月 21 日、石川･能登】」

http://d.hatena.ne.jp/kabutoyama-tigers/20140324/1395649495 

（１４）作中登場人物・押水菜子の名の由来はこの町から。 

（１５）「おむてなし オムライス町 宝達志水町」 http://omurice.info/ 
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ム研究会編「コンテンツツーリズム論叢 Vol.7」コンテンツツーリズム研究会・2015） 

田中秀幸「地域行事とアニメイベントの交差点～「ぼんぼり祭り」参加報告～」（同人誌・コンテンツツーリズム研究会編

「コンテンツツーリズム論叢 Vol.2」コンテンツツーリズム研究会・2012） 

 

 

秋田県羽後町の取組は、「萌え」による「町お

こし」草創期の成功例として、多くの耳目を集

めた。人によっては、鷲宮と並ぶ成功例として論

じた方もいらっしゃるぐらいだ。 

一定の成果を収めるものの、ある時を境にぱった

りとその取組は中断する。 

羽後町の取組は何故成功を収め、そして何故挫折

に至ったのか。町おこしの立役者・山内貴範氏の著作

を拝読しつつ、その理由を分析したい。（１） 

 

羽後町で生まれ育った山内氏は、学生時代より、町

内の学習塾「ガロア」のチラシイラストを彩る

絵師として活躍していた。 

愛知の大学に進学しても尚、ガロアから依頼は来

るが、自身での対応は難しい。 

そこで山内氏がプロデューサー役となり、山内氏

から知己のプロイラストレーターに依頼を出すとい

う方向に。 

【第７章】秋田県羽後町の取組 

地域振興へのアプローチ イベント「かがり美少女コンテスト」開催と、人気絵師を起用し

ての萌え商品展開 

地域振興へのキーマン 山内貴範氏父子、地元銀行の支店長 

ここがポイント！ 

▶ 萌えイラストを当てがった商品開発だが、闇雲なコラボではなく、地域に埋も

れる資源を、その資源の特性にマッチングした絵師を選定し、ストーリー性を付与。 

▶ 特定人に依拠した取組の為、その方が動けなくなると、取組自体が崩壊。 



 

 - 33 -  

人口 2 万弱の田舎町では異例となる、プロのイラ

ストレーターがチラシ絵を描く学習塾のチラシ、と

いう構図が出来上がった。 

これとは別に、ガロアに設置の自販機を「県南一当

たる自販機」としてプロデュース。当たり確率を増大

させる設定にすると共に、山内氏自らのイラストを

自販機に貼付。目につきやすく熱意のこもったイラ

ストだった事もあり、自販機の売り上げが 5 倍増に。

「知る人ぞ知る」自販機となった。 

 

これを見た、山内氏の知己でもある地元銀行・

北都銀行の支店長が、氏のイラストを銀行のロビ

ーに飾りたい、などと言い出す。これに対し山内氏は、

支店長に「全国からイラストを公募しコンテスト形

式にしては」と提案。支店長も乗り気に… 

そんな中、西馬音内本町通り商店街にて、前年

2006 年で休止を決めた夏祭り「よ市」を復活させ

ようとの動きが湧き上がる。実際には、イベント自体

をリニューアルさせようという事で、「うご夏の夢

市 かがり火天国」という新しいイベントとし

ての開催。2007 年夏からの開催を目指していた。 

「かがり火天国」の目玉企画として、美少

女イラストのコンテストをやってみようという話に。

これが、「かがり美少女コンテスト」の始まり

であった。 

 

山内氏は愛知の大学に通っており、そう

滅多に羽後には戻れない。 

そこで地元・羽後町での「実働部隊」となったのが、

羽後町工業クラブ（町内企業経営者の集まり）の要職

を務める山内氏の実父・山内政次氏と、先述の北都銀

行支店長であった。 

やはりこの手の新しい試み、町の中にも「抵抗勢力」

はいる。地元の名士でもある二人が根回しや

説得を行った事も、「かがり美少女コンテスト」実

現に向け大きな力となっている。 

 

こうして 2007 年、「かがり火天国」内の１企画と

いう形で、「かがり美少女コンテスト」が開催される

ことに。 

応募作品は６０作品を超えた。地元の祭りのはず

が、地域外からも５０人程度が遠征参加。初回「かが

り美少女コンテスト」は、成功裡に終わった。 

懸案のスタッフ不足も、銀行の所員が手伝ってく

れて対応。支店長が乗り気だった事で、大きな助けに

なっている。 

 

2008 年には、第 2 回目となる「かがり火天国」

が開催。もちろんその中で、同様に「かがり美少女コ

ンテスト」も開催された。 

この回では、羽後町の名所を美少女キャラ

のイラストで彩りつつ紹介する形の「スティ

ックポスター」（182mm×515mm と縦長の規

格が特徴）を 16 種類用意。当日会場で販売した。 

スティックポスターが話題になった事、加えて、人

気イラストレーターの西又葵氏がゲストと

して参加しトークショーを行う事も話題あり、

地域外からの来訪者は倍以上に。前回以上の成功を

収めた。 

 

ここまで注目を集めた理由は、幾かある。 

まず一つには、この取組が「先駆者」としての存

在であることだ。当時この手の取組に力を入れてい

た地域は、他には鷲宮他数える程度。物珍しさも

あって注目されやすい時代だった事も大きい。

「先行者利益」を得られた、と言っても差し支え

ない。（２） 

 

加えて、山内氏の「信念」も大きく作用している。 

あくまで、「美少女イラストが好きだから」
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「イラストの魅力を多くの人に知ってもら

いたい」という部分が、企画の動機である。 

地域活動においては、「好きなことをやる」こ

とが重要との考え方だ。（３） 

確かに、町おこしを行う側が、好きでやって結果を

残せないケースはあり得るだろうが、だからといっ

て、嫌々取り組んで結果を出せるとも思えない。「好

き」だからこそ色々自身で勉強し、知見が

深まり、それが結果に結び付くのだと思う。（４） 

 

そしてもう一つは、山内氏「ならでは」のストー

リー性を持たせての絵師選定だ。 

山内氏は「羽後町には地域資源が多く埋も

れている。それを美少女イラストの力で掘

り返し目を向けて貰えないものか。」と考え

ていた。 

まさに、埋もれている地域の観光資源を見つけて、

それを活かして地域活性化・観光振興を図ろうとす

る「コンテンツツーリズム」の思想を地で行っている。 

山内氏は、羽後町内に埋もれる観光資源それぞ

れの特色を把握。その特色にマッチングした

作風のイラストレーターを選定する、という

通好みのやり方だ。 

例えば、雪国の嫁入りを再現した祭事「ゆきとぴあ

七曲花嫁道中」のイラストは、当時「マリッジロワイ

ヤル」を連載していた西又葵氏に依頼。キツネがらみ

の伝承も持つ「あぐりこ神社」のそれは、巫女や獣耳

属性が得意な桜沢いづみ氏に依頼…という具合にだ。 

美少女キャラを地域資源に当てがうだけなら、誰

でもできるだろうが、山内氏ならではの「こだわり」

の絵師選定に光るものを感じた。 

 

また、2008 年「かがり火天国」「かがり美少女コ

ンテスト」に並行し、美少女イラストをパッケ

ージとした米商品の開発にも取り組んだ。 

羽後町は、ブランド米「あきたこまち」の特産地。

ＪＡうごと提携して開発に挑んだが、ここで選定し

た絵師を西又氏にした点も、通好みである。 

西又氏は「マリッジロワイヤル」にて「秋田小町」

というキャラを描いている和装の美人を秀麗に描け

る力量の高いイラストレーター…という事で、ここ

でも、商品の特質とイラストレーターの特長とをマ

ッチングさせている。 

「あきたこまち」というお米の持つイメージと、西

又氏のイラストが絶妙にマッチング。西又氏個人

の知名度の高さもあり、注文は殺到。一時注文受

付を中止するほどで、2008 年 9 月末からの 1 か月

間で 2500 件・30 トン以上を売り上げた。（５） 

 

これらの実績もあり、山内氏や一躍「時の人」に。

「萌え」による地域活性化の第一人者として

注目を浴び、全国各地でトークショー・講演会等に招

聘される。 

2009 年には秋にも「美少女イラスト秋まつり＠

羽後町」を開催（６）。イラストコンテスト応募作品

の展示会を羽後町外でも実施（７）する等、周辺地域

への横展開も図っていった。 

一見、羽後町の取組は順風満帆に見えた。 

 

…だが、この町の取組は突如終焉を迎えた。 

2012 年夏の「かがり美少女イラストコ

ンテスト」が急きょ中止になったのだ。「スタ

ッフの確保が難しい」事などを理由に挙げ、「１

年間休んで、来年どうするか考えたい」としたものの、

その後開催される事なく今に至る。（８） 

幸いにも「かがり火天国」自体はその後も継続する

が、秋田のプロバスケチーム訪問に伴うミニバスケ

大会がメインになる等、これまでの美少女路線から

大きく変化し「地域のお祭り」となっている。（もっ

とも、それが本来の姿なのだろうが）（９） 
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2016 年現在、山内氏は一切羽後町の取組には関

与していない。 

「かがり火天国」の中で、新たにイラストコンテス

トが復活したものの、これは地元有志の方の企画で

あり、山内氏は関与していない。（１０）  

「ＪＡうご」の美少女米事業こそ続いているが、山

内氏は手を引き、ＪＡうごと西又氏とで直接交渉が

行われている模様だ。（１１） 

 

順風満帆に見えたこれらの取組は、何故突然終了

してしまったのか？ 

先ず、報道にもあった「スタッフ不足」。これは事

実だろう。 

元々このイベントは、山内氏が故郷を離れて

いる中での企画。地元・羽後町での実働部隊は、

山内氏の父・政次氏と、先述の北都銀行支店長だ。特

に北都銀行は、部下の行員が当日スタッフに駆けつ

けるなど、人手の面でも相当貢献している。 

しかしこの支店長が転勤。羽後町を離れる事とな

り、戦力は大きくダウンした。 

山内氏自身が羽後町に常住している訳でも

ないので、戦力を補う、仲間を増やす活動

も中々難しかったのではないのだろうか。 

 

次に、この事業が山内氏個人の力量に依存し、

ノウハウの継承が困難だった点も挙げられる。 

確かに、山内氏の絵師を選ぶ目利き能力は相当で、

それが羽後町の成功に繋がった。羽後町を離れてい

る山内氏から、町の観光協会や役場に事業を継承で

きれば、理想だったと思う。 

だが、「絵師の目利き」というその技量を

継承する事は、一朝一夕にできるものでも

ない。結局、山内氏頼みにならざるを得ず、山内氏

が崩れれば、町おこし事業は立ち行かない。 

唯一事業を継続している「ＪＡうご」は、山内氏の

引いたレールにＪＡが乗れたからこその継続だ。 

 

山内氏自身も、（住まいの）愛知や東京から羽後町

への往復で、数十万の交通費負担が生じていた。

もちろん手弁当の取組ゆえ自己負担だが、負担額と

しては非常に重く、これも山内氏が手を引いた要因

になったと考えられる。 

 

結局、山内氏親子と銀行の支店長以外に、仲間の輪

が広がらなかった。ノウハウの継承もできず、山内氏

個人への依存度が高い、属人的な性質を有していた。 

しかも山内氏は羽後町を離れているため、仲間を

広げるにも足かせとなり、山内氏の負担も甚大に。 

こういう事情から、山内氏が崩壊するとともに、こ

の町おこし事業も崩壊してしまった。そう考えられ

るだろう。 

 

羽後町の事例は、「成功」には何が必要かを示唆し

ているが、同時に、それを継続させる為に何が必

要かも、示唆している事例だろう。 

 

（１）本来ならば、私自ら羽後町に足を運びその理由を考察したい所だが、そこまでの時間は取れない。不十分な考察と

なるのを覚悟で、論じさせていただきたい。 

（２）同様の取組を 2016 年現在で行ったとしても、何番煎じの扱いになるか分からない。2007～2008 年のような注

目も集まらずに終わったと思われる。 

（３）株式会社フィデア総合研究所「Future SIGHT」収録「「新旧の融合」がキーワード 若者と地域資源を活かす地域

づくり」https://www.f-ric.co.jp/fs/200907/12-13.pdf 
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（４）プロフィールでも触れているが、私もオタク向けの企画を仕事としてやっていた時は、同人界・オタク世界につい

ては完全に「素人」から始まった。でもその仕事が好きだからこそ、この世界の事を必死に勉強。今に至っている。 

（５）（山内,2009）及び秋田魁新報（2008 年11 月24 日） 

（６）秋田経済新聞（2009 年 10 月 06 日）「羽後町「美少女イラスト」企画、協力の輪広がる－和歌山みなべ町とコラ

ボも」http://akita.keizai.biz/headline/759/ 

（７）秋田経済新聞（2009 年 10 月 06 日）「羽後町・美少女イラストコンテスト入賞作品－秋田の酒店で展示会」 

http://akita.keizai.biz/headline/982/ 

（８）朝日新聞（2012 年7 月11 日）「美少女イラストコン、今夏中止 スタッフ不足で 秋田」 

http://www.asahi.com/special/matsuri/intro/TKY201207100748.html 

（９）湯沢雄勝観光ブログ「こ・ま・ち」 「第８回 ２０１４ うご夏の夢市 かがり火天国（７月１２日（土）雨天決

行）」より http://komachinosato.cocolog-nifty.com/blog/2014/07/post-dc53-3.html 

（１０）「U-go MIRAI アートコンテスト」 2015 年夏、かがり火天国内の開催。http://ugomirai.webcrow.jp/ 

（１１）ＪＡうご http://www.ja-ugo.jp/onlineshop/akitakomachi.html 

 

（参考文献） 

山内貴範「町おこし in 羽後町～美少女イラストを使ってやってみた～」（アドスリー・2009） 

 

 

広島県庄原市出身の漫画家・瀬尾公治氏は、恋愛物

を得意とする漫画家。2002 年以降、週刊少年マガ

ジンでコンスタントに連載を持ち、一定の人気と力

量を兼ね備えていると思う。 

特に 2004 年から連載された恋愛漫画「涼風」

が好評で、連載は 2007 年まで続くと共に、2005

年にはアニメ化も果たした。 

続く 2008 年からは、恋愛漫画「君のいる町」

を連載。こちらは 2014 年までの長期連載に及び、

現在は恋愛漫画「風夏」を連載している。 

 

瀬尾氏は、元々庄原市内に事業所を構える備北建

設株式会社（の食品事業「備北食品」）が販売してい

た萌え商品「女子高生キムチ」や、広島県内の食

品業者・アクト中食の「萌え米」「女子高生苺バ

ターケーキ」等、萌え商品のパッケージイラ

ストを手掛けるなど、地元への貢献に好意

的・積極的であった。（１） 

【第８章】広島県庄原市の取組 

地域振興へのアプローチ アニメ「君のいる町」を活用しての観光振興・地域振興 

地域振興へのキーマン 市青年会議所、庄原市など 

ここがポイント！ 

▶ 作者や制作側・出版社と良好な関係を築いての町おこし 

▶ 取組にちぐはぐな点・物足りない点が目立ち、商機を活かしきれず… 
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このような地域への貢献姿勢の延長か。2010 年

夏には、庄原市青年会議所主催の地域のお祭り

「庄原よいとこ祭」において、ポスター・スタッ

フ用 T シャツに、瀬尾氏のイラストを起用。（２）（３） 

この時点で、市青年会議所は、このようなコメント

を寄せている。 

 

「当青年会議所ではこれからも瀬尾先生

に協力していただきながら庄原市の町おこ

しを行って行きたいと思います。」 

 

この頃、瀬尾氏がマガジンに連載していた漫画「君

のいる町」は、氏の出身地でもある庄原市高野

地区を舞台としていた。 

「君のいる町」は、2011 年夏にオリジナルアニ

メ DVD のアニメ化が決定（2012 年 3 月から発売

開始）。市青年会議所でも「君町×庄原市アニメ

プロジェクト始動！」と銘打ち、2011 年夏の

「庄原よいとこ祭」ポスターにおいても、「君のいる

町」アニメイラストを採用した。（４） 

制作されたアニメにおいても、庄原市高野地区の

背景をふんだんに盛り込んでおり、青年会議所を中

心に、地域が制作側に協力した構図が伺える。 

 

青年会議所は瀬尾氏・「君のいる町」との提携を通

じた「町おこし」に極めて意欲的で、2011 年 6 月

には、「朝霧の巫女」舞台となる隣市・三次

市への視察も実施している。（５） 

2011 年 12 月には、瀬尾氏を招いて、庄原市内

で漫画教室を主催。 

翌 2012 年 3 月 27 日～4 月 6 日には、庄原市

役所で「君のいる町Ｘ庄原市コラボ事業展示」

も開催した。（６） 

そして同青年会議所の「集大成」となる事業が、

2013 年 2 月に発行した「君のいる町 in 高野 

巡礼マップ」。高野地区をはじめ、庄原市内各所に

配布した。 

これは、高野地区の玄関口とも言える松江自動車

道・高野ＩＣにほど近い所に、「道の駅たかの」

が完成する事（2013 年 4 月完成）を踏まえ、相乗

効果を狙ったという部分もあるだろう。（７） 

 

青年会議所の動きはここでいったん打ち止めとな

るが、この動きは他の地域団体にも波及する。 

2013 年 3 月、庄原法人会では、「君のいる町」

連載・週刊少年マガジン（講談社）より社員 2 名を

講師として招き、町おこしに繋げる為のセミ

ナー「庄原の宝さがし」を開催。（８） 

このセミナーの後援には、庄原市・教育委員会・商

工会議所・青年会議所・間税会が名を連ねており、「オ

ール庄原」の取組に移行している事が伺える。 

「君のいる町」は、この年 2013 年 7 月より、深

夜アニメとして、再度アニメ化された。 

当然、その話は事前に庄原にも伝わっている筈。来

たるアニメ化に備えてのセミナー、という部分も大

きかったと考えられる。 

 

2013 年 7 月の、「君のいる町」再アニメ化に合わ

せての取組は、庄原市（主に商工観光課・高野

支所）が中心となっているようだ。（９） 

庄原を走る高速バスにラッピングを実施。市・

高野地区の拠点「道の駅たかの」にヒロインキャラの

等身大パネルを設置。「たかの温泉神之瀬の湯」

には声優サイン色紙等を展示した。 

また、庄原市中心部の「田園文化センター」には、

作者・瀬尾氏ゆかりの品々を展示。庄原市中心部と高

野地区との回遊も試みた。 

青年会議所で発行した聖地巡礼マップもリニ

ューアル。「君のいる町・聖地巡礼庄原の旅」と題

し、アニメ画像もふんだんに盛り込んだ新版を発行
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した。（１０） 

 

「道の駅たかの」は高速道路インターそば。高速道

路も 2013 年に松江～尾道間が全通、山陽・山陰を

結ぶ高速バスのルートとなり、「道の駅たかの」も、

途中停車バス停に選定された。 

これに伴い、高野地区へのアクセスは飛躍的に改

善。2015 年に松江～広島間のバスがルート変更で

高野を経由しなくなったものの、それでも 2016 年

3 月現在、広島～出雲間のバスが 1 日 7 本、高野に

立ち寄っている。 

「道の駅たかの」の利用者も飛躍的に伸

びているようで（１１）、その内どの程度が「君の

いる町」目的かまでは統計が取れていないようだが、

高速道開通効果と「君のいる町」効果が合わ

さり、高野地区を訪れる観光客が増えた事は間違い

ない。 

 

ただ、庄原市中心部と高野地区との回遊となると、

中々難しかったのではないか。 

この両地区を結ぶバスは 1 日 4 本、所要時間も同

じ市内ながら約 1 時間を要する。マイカーの利用で

も 40 分はかかる。正直、隣市・三次市まで出て、そ

こで乗り換えた方がてっとり早いケースも多いぐら

いだ。（１２） 

また、一つ欲を言えば、この年 2013 年の「庄原

よいとこ祭り」で、「君のいる町」製作スタッフ・声

優を呼び込んでトークショーを開いても良かった。 

「よいとこ祭り」では、「君のいる町」とのコラボ

はポスター・うちわ等のグッズ類が中心との事（１３）

で比較的おとなしめだったようだが、他の地域のよ

うにアニメ関係者を招聘する事で、より多くのファ

ンを呼び込めたような気がした。 

 

市の意向としては、アニメ放映中のみのコラ

ボ事業との事だが、ファンの舞台探訪は、ア

ニメが終了後も継続する。 

アニメ終了後しばらくしてからピークを

迎えるケースが多いので、コラボ事業を早々に終え

た事は、商機を逸しているような気がして少し残念。 

（2014 年の「君のいる町」連載終了ぐらいまでは

継続しても良かったのではないかと思う） 

 

とは言え、完全にはコラボを終えるつもりもない

ようで、2014 年 11 月には、市内の備北丘陵公

園で瀬尾氏ゆかりの展示を集めたギャラリーを開設。 

2013 年に「田園文化センター」等で展示した品

物を含め、移設展示されたような恰好で、ここをファ

ンの交流拠点にするような構想らしい。（１４） 

ただ、ファンの多くは高野地区を先ず訪れ

る。備北丘陵公園も、高野地区からは相当

離れており（直接両地点を結ぶバスはない。車で

も 1 時間弱）、果たしてファンがどれだけ回遊

してくれるのか？となると疑問符が付く。 

舞台探訪者が多く集う、「道の駅たかの」か「庄原

市高野支所」辺りにギャラリーを設け、ファンの拠点

にした方が個人的には良かったような気もするが、

「備北丘陵公園」テコ入れとしての狙いもあるのか

もしれない。 

 

こうして庄原市の取組を見てみると、どうも一部

ちぐはぐな部分もあり、せっかくの商機を活か

しきれていない気もする。 

ただ「やる気」があるのは間違いない。今後もタイ

ミングを計りつつ頑張っていただきたいところ。 

「タイミング」という意味で申し上げるならば、現

在、瀬尾氏は週刊少年マガジンで「風夏」を連載して

いる。瀬尾氏はコンスタントにヒット作を出す漫画

家で、過去のマガジン連載作品も 3 作中 2 作がアニ

メ化を果たしている。「風夏」もアニメ化される可能



 

 - 39 -  

性は十分あり得る。 

瀬尾氏や講談社との協力関係を維持しながら、将

来的に実現し得るであろう「風夏」アニメ化のタイミ

ングで仕掛けるべく、準備を進めるのが良いだろう。 

 

（１）2009～2010 年頃の事業で、2016 年3 月現在では実施していない模様。ねとらぼ「「女子高生キムチ」とは 建

設会社女社長の挑戦」http://www.itmedia.co.jp/news/articles/0906/11/news072.html 及び 広島ニュース 食

べタインジャー「萌え米、広島産こしひかりから誕生！瀬尾公治イラストで。通販も」 

http://tabetainjya.com/archives/cat_3/post_925/ 

（２）広島オタクマップ「庄原が瀬尾公治先生のイラストで町おこしに本腰！ 8/20(金)～22(日)「庄原よいとこ祭」開

催」http://hiroshima.otakumap.com/hiroshima-otaku-news/20100809100032/ 

（３）瀬尾氏イラストは、2011 年にもポスターで起用されている。 広島ニュース 食べタインジャー「庄原よいとこ

祭、「君のいる町」アニメポスターにも注目」http://tabetainjya.com/archives/cat_24/post_1536/ 

（４）コミックナタリー「瀬尾公治「君のいる町」のオリジナルアニメ DVD 化が決定」 

http://natalie.mu/comic/news/55350 

（５）2012 年度(社)庄原青年会議所・直前理事長ブログ（2011 年 06 月 27 日）「アニメによるまち興し視察【専務理

事】」 http://munimuni2011.seesaa.net/article/212092665.html 

（６）2012 年度（社）庄原青年会議所・各委員会ブログ（2012 年 03 月 27 日）「君のいる町Ｘ庄原市コラボ事業展

示」http://shobarajc2011.seesaa.net/article/260738501.html 及び 庄原市青年会議所 2012 年度版公式サイト

http://shobara-jc.skr.jp/2012/2012admission.html 

（７）2013 年度・（社）庄原青年会議所 各委員会ブログ（2013 年 02 月 05 日）「君のいる町 in 高野 巡礼マップ

【事業報告】」http://2013shobarajc.seesaa.net/article/318950499.html 

（８）庄原法人会「第１回「庄原の宝さがし」３月 11 日講演会を主催。」 

http://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/syoubara/files/2013/10/kaiho4311p-20p.pdf 

（９）広報しょうばら 2013.9 号 http://www.city.shobara.hiroshima.jp/government/files/koho102-14.pdf 

（１０）http://www.city.shobara.hiroshima.jp/sightseeing/sightseeing/post-81.html 

（１１）中国地方整備局発表の資料 http://www.cgr.mlit.go.jp/fukuyama/press/h27/kisya_150630.pdf によると、

2010 年の高野地区年間観光客数 14 万人に対し、2013 年「道の駅たかの」の利用者数は 44 万人と激増している。 

（１２）庄原には、Ｂ級グルメ「庄原焼き」という名物もあるが、高野地区にお店が無いので、市中心部まで足を運んでも

らう必要がある。せっかくの来訪客に庄原焼きを味わってもらう事がなかなか難しい。道の駅たかので庄原焼きが振舞えれ

ばまた違うのだが… 

（１３）「君のいる町」の舞台「庄原市」のお祭り「庄原よいとこ祭り」へ行ってみた 

http://gigazine.net/news/20130827-kiminoirumachi-syobara-yoitokomatsuri/ 

（１４）KAI-YOU「『涼風』『君のいる町』の瀬尾公治、故郷広島でギャラリー設立」http://kai-you.net/article/10605  
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1873 年、豊郷に開校した豊郷小学校は、開校当

時 80 人余りだった児童数が徐々に増え、1935 年

には 600 人にまで膨れ上がっていった。校舎は増築

を繰り返すものの限界に達し、また校舎の老朽化に

伴い移転・改築の必要に迫られた。しかし豊郷村（当

時）にはこれを賄う費用も無かった。 

その状況を知り、豊郷小出身で丸紅の専務であっ

た古川鉄治郎が動く。「郷土に対する第一の貢献は初

等教育の充実」と考え、建設用地を寄付。建設費用も、

私財の３分の２に当たる６０万円（現在の貨幣価値

で数十億円に相当）を寄付。 

古川の、私財を投げ打っての貢献により、

現在の地に「豊郷尋常小学校」（当時）が完成した。 

建築も、当時日本各地に名建築を残したウィリア

ム・メレル・ヴォーリズに依頼。施工は竹中工務店が

請け負う、当時における最強の布陣だろう。 

出来上がった学校は、木造校舎主流の時代ながら

鉄筋コンクリート造り。温水暖房、水洗便所、内線電

話等を備え、戦前の小学校としては極めて異例の、当

時としては最先端の建築・設備を備え「東洋

一の小学校」と呼ばれた。（NT/fiv・2012） 

 

1995 年の阪神大震災発生後、町は公共施設の耐

震調査を実施。校舎も建築後60年を経過しており、

耐震補強に多くの費用を要するとの結果が出た。 

歴史的な施設だけに保存を求める声も多かったも

のの、1999 年、大野和三郎氏が町長に就任するや、

風向きが変わる。大野氏は安全性重視の立場から解

体・新校舎建設を主張。保存を求める住民との間で激

しい「闘争」が繰り広げられる。 

町長は解体・新校舎建設の強行を試み、住民はバリ

ケードを築く等物理的な抵抗から、法廷闘争、町長リ

コール等の政治的抵抗まで、様々な抵抗を試みる。 

この闘争は長期化するが、2007 年、新校舎は

建設するものの、旧校舎は耐震工事の上保

存し、町民向けに活用するという方向性でまと

まり収束した。 

2008 年には耐震補強工事の計画や、工事後の旧

校舎活用方法もまとまり、工事も着工された。（河嶌・

2014）（１） 

 

耐震工事も終わる少し前、2009 年 4 月から、こ

の旧校舎、所謂「豊郷小学校旧校舎群」をモデ

ルに放映されたアニメが、「けいおん！」である。 

耐震工事を終え一般開放が始まった同年 5 月 30

日は、72 回目の校舎竣工式典が開催。この日から豊

【第９章】滋賀県豊郷町の取組 

地域振興へのアプローチ アニメ「けいおん！」を活用しての観光振興・地域振興 

地域振興へのキーマン 行政関係者有志による「けいおんでまちおこし実行委員会」、

ファン有志団体「豊郷ティータイム」 

ここがポイント！ 

▶ コンテンツツーリズム先行事例（鷲宮）を徹底研究。「n 次創作観光」を実践

し、ファンのリピーター化に繋げる。 

▶ ファンの自主的な取組やファンコミュニティを尊重し、ファンの力を活かす 

▶ 「軽音楽の聖地」を目指す、ポスト「けいおん！」を見据えた取組 
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郷小学校旧校舎群は、その外観を残しつつも、町立図

書館や観光案内所等が入り、一般見学も可能な

コミュニティ施設として再出発を果たす。 

当日は地元の豊日中・龍谷大のブラスバンドや講

演会等完成式典が行われたが、この時点で、既に舞

台探訪に足を運ぶファンが来ていたという。

（NT/fiv・2012） 

 

実はこの少し前、2009 年 4 月中旬時点で、町側

も「けいおん！」の舞台が豊郷小学校旧校舎群である

事や、舞台を探訪するファンの存在を察知していた。 

当時、アニメ舞台たる事を活かした取組としては、

埼玉県鷲宮町「らき☆すた」が先行（前巻参

照）していた。 

豊郷町職員・清水純一郎氏は、鷲宮と「けいおん！」

は同じ会社が作っている事から、二匹目のドジョウ

もあり得る、と友人から助言を受け、「けいおん！」

を通じた町おこしを決意（２）。 

幸い鷲宮の町おこしに関しては、既に北海道大学・

山村高淑教授を中心としたコンテンツツー

リズムの研究が深耕。彼らの研究成果を勉強

しつつ、鷲宮に関する報道もまとめ上げ、レポートを

作成。商工会・観光協会や町長にも提案。おおむね支

持を得た。（３） 

 

実働部隊としては、清水氏を含め、役場・商工会・

観光協会等から有志 10 人程が集い、後に「けいお

んでまちおこし実行委員会」（以下「実行委員

会」と表記）なるグループが結成された。（４） 

実行委員会は、手始めに 5 月の竣工式において、

うどんの屋台を出店。 

豊郷小学校旧校舎群の近辺には供食施設が無いた

めこれを補完する目的、そしてもう一つは、ファン

のニーズを探る目的だ。これは、鷲宮の事例（全

巻参照）で取り上げられた、鷲宮町商工会がファンと

コミュニケーションを取りニーズを探った事例（山

村,2011）に倣っている。（５） 

ファンからは、「主人公が校舎内でお茶を飲むシー

ン同様に、自分もお茶を飲んでみたい」という声が多

く上がった。実現可能性を検討の上、実行委員会は、

同年 6 月に酬徳記念館で「けいおんカフェ」

をオープンさせた。週末のみの営業だが、作品中

に登場した食べ物をモチーフとしたメニューを中心

に提供。これは今でも続いている。 

 

旧校舎 3 階音楽室の仕掛けも、鷲宮の事例に

倣った取組だ。 

作中では軽音楽部の部室として描かれたが、教室

内の黒板は、ファンが自由に落書きできるよう開放

されている。 

町職員・清水氏は、「自分が書いた落書きがブログ

に紹介され、ファンにとっては旧校舎を訪れた記念

になる。そして黒板に落書きをすること、他の

ファンの書いた落書きを見に来ることその

ものが、繰り返し旧校舎を訪れる動機にな

る」「鷲宮の事例を分析する中で思いついた」と述べ

ている。（６） 

 

書くファンは「描く楽しみ」「見せる楽し

み」があるし、後からそれを眺めるファンにも「見

る楽しみ」がある。 

しかも、黒板の中身は日々変わるから、毎回違った

楽しみが味わえる。飽きが来にくい。 

ファンが自ら楽しみながら新たなコンテ

ンツを創り出す…コンテンツツーリズム研究の

第一人者・岡本健准教授は「ｎ次創作観光」（岡

本,2013）という概念にてこの事象を表現したが、

まさにこの「ｎ次創作観光」を地で行く取組が、豊郷

の取組である。 

コンテンツツーリズム研究者が、鷲宮の事例を徹
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底研究した事により導き出した理論を、豊郷は見事

に生かしたと言えるだろう。（７） 

（なお、音楽室以外でも、酬徳記念館にはファンのメ

ッセージを張り付けるボードが用意されている。） 

 

ファンの間では、豊郷小学校旧校舎群を訪れる事

を「登校」という。 

豊郷側の仕掛けもあり、また「けいおん！」人気も

あり、「登校」するファンは絶えない。 

「平日で１００人、週末は両日で５００人」「週末

には 1 日平均 200～300 人」「以前は町全体で年約

３万人だった観光客が、１１年は豊小だけで推計５

万人」という数字も出ている。（８） 

 

多数のファンがリピーターとして訪れる

中で、旧校舎群は、「けいおん！」ファンの集

う場として認知される。ファン同士のコミュニ

ティの場としての機能も持ち始めた、との指摘も

ある（東村,2012）。 

前巻でも、鷲宮・秩父の事例等を基に、「ファン

コミュニティ」の存在が来訪動機となり、

リピーター化の一助に繋がる事を論じた。豊

郷にも、同様の傾向が言えるだろう。 

実際、豊郷小旧校舎群「登校者」達のコミュニティ

から「豊郷ティータイム」（９）という団体が生

まれている。「豊郷ティータイム」は、毎年 5 月に「け

いおん！」オンリーの同人誌即売会「桜高新入生

歓迎会」を開催する他、メインキャラの誕生月には

「お誕生会」を開催している。特に「桜高新入生歓迎

会」は 1100 人を集め（2011 年）、旧校舎群開催

イベントの中でもトップクラスの動員力だ。（河

嶌,2014） 

また、これとは別の団体だが、「けいおんがく!ライ

ブ」というオフ会的イベントも、2009 年、旧校

舎群にて開催された。（１０） 

 

これらは、制作側主催のイベントでも無ければ、豊

郷町や実行委員会が開いたイベントでもない。ファ

ンによる自主的な取組である。 

町も絡むことは多いが、供食機能補完の為に屋台

を出すなど、側面支援が中心。前面には出ず、ファン

の自主的な取組を重んじている。 

ファンの自主的な取組が、豊郷への集客

に貢献している、との指摘もある（東村,2012）。 

ファン（のコミュニティ）が自ら楽しみながらコン

テンツを創り出す事で、更なる楽しみを生み出す。そ

してそれが、リピーター化に繋がっているのである。 

 

このように、豊郷で「ファン主導」の展開が際立つ

理由には、幾つか考えられる。 

まず一つは、制作側が、豊郷に対しては「静

観」を決め込んでいる事。何故か分からぬが、

制作側は、豊郷をモデルとしている事を公式には一

切認めていない。一応、豊郷町内には「けいおん！」

グッズを置いている店はあるものの（１１）、制作側

が表に出る事はない。これが、他の地域と明ら

かに異なっている事象だ。 

 

加えて、旧校舎群が「コミュニティ施設」としての

性質を有する事。地域の人々の交流場所とし

ての施設であり、人が集まりやすい環境だ。 

だからこそ気軽に多くのファンが「登校」

し、ファンのコミュニティが醸成されやす

くなる。コミュニティの形成により、コミュニティ

内から自発的なイベント企画も生まれやすくなる。 

 

最後にもう一つは、豊郷町・実行委員会側が、

ファンの自主的な取組を大事にする、とい

う姿勢を取っている事だ。 

旧校舎群の音楽室黒板は、ファンの落書きで埋め
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尽くされている。音楽室や酬徳記念館には、ファンが

自主的に持ち寄ったグッズ等が陳列されている。こ

れを撤去しようという動きも、原則見られない。 

ファンが自主的にイベントを行うにしても、町は

側面支援にとどめている。 

ファンの自主性を大切にする事から、豊郷の活性

化に繋げようとしているのだろう。この姿勢も、鷲宮

のコンテンツツーリズム研究から学んでいる。 

 

豊郷町・実行委員会が行う取組としては、ファン

の熱気を町全体に広げる方向性であろう。 

制作側公認のコースターを 8 種類制作。町内の協

力店にて 1 種類ずつ販売する事でコレクション欲を

促し、町の回遊を試みた（１２）。これらのお店の中

には、旧校舎群同様、ファンの持ち寄り品で埋め尽く

されるお店も出てきている（NT/fiv,2012）。 

 

実行委員会のメンバーでもある豊郷町商工会は、

少し切り口を変えての試みを始めている。 

「アニメ・音楽の力で地域を活性化」（１３）と謳

っている当たりで「けいおん！」ファンを相当意識し

ている事が伺えるが、豊郷を「軽音楽の聖地」に

もしようと取り組んでいる。 

2010 年秋には「商工会創立 50 周年記念」を名

目に、青年部主導で「とよさとアニソンライブ 2010」

を開催。定員 400 人の事前抽選方式で大いに盛り上

がった。会場は旧校舎群内の講堂を利用。講堂は、ス

テージが備わっており、そこが強みになろう。 

 

2011 年秋には、アニソンライブに軽音楽バンド

コンテスト「とよさと軽音楽甲子園」が加わり

「とよさとアニメフェスタ 2011」として開

催。（NT/fiv,2012、河嶌,2014） 

この年から登場した「とよさと軽音楽甲子園」が、

その後も継続。現在に至っている。 

運営スタッフは、「けいおん！」ファンが多数お手

伝いに参画されているようだ。 

元々は「けいおん！」登場のアニソンが課題曲とし

て設定され「けいおん！」色が強かったが、2013 年

以降撤廃される等、次第に「けいおん！」色が薄まっ

ている。（河嶌,2014）。 

「けいおん！」ブームに乗って始めた企

画だが、次第に軽音楽ファンを誘客する方

向性にシフトし、軌道に乗せつつあるようだ。 

 

2011 年末の映画化や、2012 年の漫画復活連載

の終了後、「けいおん！」ブームは急速に萎んでいく。 

だが、「豊郷ティータイム」等ファンによ

るコミュニティは堅固だ。2015 年になっても

変わらずファンイベントを継続しており、こういう

自主イベントの開催が、ファンの「登校」

を促す。往時に比べれば「登校」するファン減った

ものの、相変わらず健在だ。 

元作品が勢いを失ってもなお、取組を続

けられる。それぐらいに継続性を高める事ができ

たのも、地域側が鷲宮の事例を徹底研究し、ファン主

導の動きを尊重しサポートした事が奏功している。 

 

確かに「けいおん！」ファンの目減りは事実だが、

幸いにも、旧校舎群は「文化財」として価値ある観光

資源であると共に、「人が集まる事の出来る」交流施

設としての価値も高い。 

この価値を活かし、軽音楽イベントもそうだが、

「けいおん！」に囚われず様々なイベント

を開く事で、ファンの目減りを補い、町の

活性化に繋げて行く方向性が妥当と思われる。 
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（１）この豊郷小を巡る一連の騒動については、（NT/fiv・2012）及び（河嶌・2014）に詳しい。 

（２）毎日新聞（2016 年3 月4 日）「「萌えおこし」への視線」 

http://mainichi.jp/articles/20160304/ddn/004/070/031000c 

（３）しがぎん経済文化センター 2013.4「けいぶん」収録「地域が変わる－地域活性化の現場 豊郷」 

https://www.keibun.co.jp/saveimg/kakehashi/0000000155/pdf_sub_2784_20130325134444.pdf 

（４）全国町村会「滋賀県豊郷町におけるアニメコンテンツを活かしたまちおこし」 

 http://zck.or.jp/forum/forum/2802/2802.htm なお、実行委員会の正式な発足は同年 6 月の模様だが（河嶌・

2014）、その前身としての存在はもっと前から動いていたという事だろう。 

（５）（３）収録の記事によると、「コンテンツツーリズム研究者と連携して”巡礼者の思い”をつぶさに調査」とも記され

ている、豊郷は、コンテンツツーリズム研究者の知見を活かした成功事例としても位置付けられよう。 

（６）（４）に同じ。なお、ここでいう「ブログ」は、豊郷地元民の「けいおん！」ファン・どんきち氏が運営するブログ

「今日の部室」http://bushitsu.blog47.fc2.com/を指すと思われる。 

（７）前著「コンテンツツーリズム取組事例集①主に東日本編」の「総論」にも、同様の論を展開させていただいた。 

（８）（２）及び（４）の記事より。 

（９）「豊郷ティータイム」http://toyosatoteatime.info/ 豊郷ティータイムの、豊郷活性化における功績に揺るぎは無

いものの、この団体の中から、「浦賀船渠ノ航跡」中止（横須賀★の事例参照）に関与してしまう人物を出してしまったのは

残念な話である。（参照・ktgohan blog 2015-04-19「「浦賀船渠ノ航跡 中止問題」 中間レポート： 開催中止に至る

経緯」http://ktgohan2.hatenablog.com/entry/2015/04/19/205822） 

（１０）釜石直裕「アニメ聖地巡礼型まちおこしにおけるイベントの役割に関する研究 : 滋賀県犬上郡豊郷町における「け

いおんがく!ライブ」を事例として」 

http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/bitstream/2115/49635/1/CATS07_005.pdf 

（１１）（NT/fiv・2012）によると、制作側より許可を得て、2009 年 9 月以降豊郷町内でオフィシャルグッズを販売

している模様。 

（１２）（３）に同じ。 

（１３）「とよさと軽音楽甲子園」 http://xn--48jubb0km96rflf1x1abnv476cpzs.com/ 

 

（参考文献） 

岡本健「ｎ次創作観光」（北海道冒険芸術出版・2013） 

東村光「コンテンツとモデルの融合」（同人誌「豊郷!!2012」かんたんのゆめ・2012） 

河嶌太郎「メディアコンテンツを用いた地域おこしの事例と展望についての考察（中篇）」（同人誌・コンテンツツーリズ

ム研究会編「コンテンツツーリズム論叢 Vol.6」コンテンツツーリズム研究会・2014） 

NT/fiv「豊郷!!2012」（同人誌・かんたんのゆめ・2012） 

山村高淑「アニメ・マンガで地域振興」（東京法令出版・2011） 
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【コラム】 大々的な展開は難しい…？でも頑張れ！  

 

劇場版アニメ「ガールズ＆パンツァー」

（以下「ガルパン」と表記）が、2015 年 11 月下

旬より、全国各地で公開された。 

完成度の高さ・出来の良さもあってか、予想以上の

興行成績。繰り返しリピーターとして観るフ

ァンの多さが特徴で、この原稿を執筆している 3

月中旬になっても尚、公開している劇場は数多い。異

例のロングラン放映が展開されている。 

「ガルパンは、いいぞ。」と呟くガルパン

おじさんを多数輩出し、公開数か月が経過した

今もなお、ブームは継続している。 

 

当然、「ガルパン」舞台たる大洗にも、大勢のファ

ンが足を運ぶ（１）のは言うまでもないが、今回は少

し違った現象が生じている。 

大洗から北に数十ｋｍ、茨城県北西端・山間の田舎

町「茨城県大子町」。児童数の減少に伴い廃校と

なった、「旧上岡小学校」に足を運ぶファンが登

場しているところである。 

劇場版の中盤、大洗女子学園の面々が、廃校にて待

機させられるシーンが存在するのだが、このモデル

が「旧上岡小学校」である。 

 

「旧上岡小学校」は、明治末期に校舎が建立。その

後改修はあったものの、取り壊される事も建て直さ

れる事も無く、２００１年の廃校までその教育的使

命を全うした。その結果２１世紀に至ってもなお、奇

跡的に明治期木造校舎のかたちを今に伝え

る事となった。 

この文化的遺産を無にするのは惜しいとの思いか

ら、上岡小の学区（大子町上岡及び山田）住民全世帯

をメンバーとする「上岡小跡地保存の会」が結

成。財政難の大子町に代わり、住民ボランティア

による上岡小学校の保存・維持活動が営まれ

ている。 

2014 年には国より重要文化財の指定も受け、今

後も保存・維持活動が継続される見込みである。 

 

地元民の努力の賜物か、廃校から１５年を経過し

ても保存状態は極めて良く、明治～昭和初期を舞台

としたドラマのロケや、廃校を舞台としたドラマの

ロケで、上岡小学校の起用が増えている。 

特にＮＨＫ朝の連続テレビドラマ小説（以下「朝ド

ラ」表記）「おひさま」（2011 年）ならびに「花

子とアン」（2013 年）での起用は、上岡小学校の

知名度を大きく上昇させた。 

地元民の好意により、土日に限るが校舎内の公開

も行われ、大子町の新たな観光名所として注目

を集めている。（２） 

 

劇場版公開前年の 2014 年初頭、古い校舎でのイ

メージを、制作側から大洗まいわい市場経営者・常盤

良彦氏に伝えられたとの事。 

何かないかと茨城県側と相談し、上岡小学校しか

ないだろう、という結論になったとの事だ。（３） 

これまでＮＨＫ朝ドラ等で起用され知名

度が上昇したからこそ、今回劇場版ガルパ

ンでも起用された、と考えられる。 

 

こうして劇場版ガルパンの舞台として起用された

上岡小学校、ガルパンおじさんが多数訪れる展開に。 

大子町も動きは早く、2015 年冬発行の観光パン

フレットに、早くも上岡小学校がガルパンの舞台に

なった事をアピール。上岡小学校にもガルパンのポ



 

 - 46 -  

スターやら、ファンの方が持ち込んだ自作のパネ

ルやら同人誌やら巡礼ノートやらも置かれ

るようになる。（４） 

黒板には、ガルパンファンの寄せ書きが多数書か

れている。（５） 

土曜・日曜には、地元民ボランティアの協力もあり、

上岡小学校内部の公開も行われるが、最近ではボラ

ンティアさんが、ガルパン中のシーンを解

説してくれるぐらいには訓練されているようだ。 

 

だが、大洗の町のような大々的な展開を、大子町に

望むことは、決してできない。 

 

一つには、地の利の悪さがある。 

大洗からも車で 1 時間半以上を要し、最寄りの

インターからも国道で約 1 時間は掛かる。

交通アクセスも便利とは言い難いスポットなので、

来る人数はどうしても絞られる。 

加えて、受入体制もそんなに盤石ではない

点もある。あくまで上岡小学校の案内は、地元民のボ

ランティアベース。だからこそ公開を土日のみに限

っているのだろうが、余り多くが押し寄せても、

却って地元民の負担が大きくなり厳しいも

のがあると思う。 

 

そしてもう一つは、町側の「事情」もある。 

そもそも上岡小学校は、「おひさま」「花子

とアン」という２つの人気ドラマの舞台で

もある。両ドラマで知名度が向上したからこそ、ガル

パンでも舞台として紹介されている。 

両ドラマ以外にも、「最後のナイチンゲール」「純情

きらり」等の数多くのドラマでロケ地に活用

されたほか、アニメでは「神様ドォルズ」の舞台とも

なっている。 

上岡小学校は、決して「ガルパン」だけ

ではない。他多くの作品の舞台でもある。これが大

洗とは決定的に異なる点だ。 

つまり、「ガルパン」のみに傾斜しすぎると、

そして「ガルパン」のイメージが付きすぎ

てしまうと、他の作品目当てに訪れる人々

を逃してしまう事になるのだ。町としても、旧

来の「おひさま」「花子とアン」等他作品のファンを

逃したくはないだろう。（６） 

（こういう経緯を存ぜぬガルパンおじさんが増長し

た結果、上岡小学校校舎内でコスプレ撮影が横行。校

舎内のコスプレ及びコスプレ撮影が禁止される結果

となる） 

 

「町全体」としてはこれらの事由により困難とし

ても、個々の事業者単位では、ガルパンを活かした取

組が行われている。 

同じ大子町内・下野宮のコンビニ「小西屋商店」

は、経営者ご夫婦が揃ってガルパンファン。独自のル

ートで、大洗の商店より売り出されているガルパ

ングッズ各種を取りそろえた「ガルパンコ

ーナー」を設置。大洗の「あんこう祭り」で展示

された、段ボール製の戦車模型を引き取りお店に飾

るという展開も見られる。 

小西屋店内には、ラーメン屋「醤屋」も併設されて

いるが、ガルパンファンを意識した特別メニ

ューも開発された。（７） 

 

また、町随一の観光名祖「袋田の滝」でも、「駐車

場根本」がガルパンファン向けのサービスを開始。上

岡小学校を訪れた痛車に特典サービスを用意し、上

岡小学校目的で大子を訪れた方々への、袋

田の滝への誘客に取り組んでいる。（８） 

こういうガルパンを活かした個々のお店の取組が

増えれば、これらのお店が相互に連携、連合

体（アライアンス）を形成できる。大子地域で
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のガルパン応援事業者達によるアライアンスグルー

プが築ければ、事業者達が共同で「ガルパン応

援店舗マップ」を作成する等して、町に頼

らぬ有志での取組も可能だろう。（９） 

 

さて、大子町と近似した事例として、滋賀県日野

町鎌掛地区の事例も取り上げたい。 

同地区の旧鎌掛小学校も、21 世紀初頭に廃校

となり、その後地元のＮＰＯ法人「蒲生野考現倶楽部」

が町から借り受け、里山体験や地域交流の活動

拠点施設「しゃくなげ學校」として、地元住民

らとともに管理・運営している。 

運営母体は異なるものの、廃校後、地域有志が保存

に当たる構図は、上岡小学校に近似している。 

 

鎌掛小も、滋賀県内で木造校舎が現存する数少な

いスポットという事もあり、滋賀ロケーション

オフィス（１０）の仲介により、これまで関西制作

のドラマでロケ地として起用される事が多かった。 

主な実績としては、ＮＨＫ朝ドラ「芋たこなんきん」

（2006 年）やドラマ「十五歳の志願兵」あたりが

挙げられよう。 

そして、2012 年放映のアニメ「中二病でも恋

をしたい！」。製作会社の京都アニメーション

から「主人公たちが通う高校のモデルはな

いか」との問い合わせを受け、滋賀ロケーショ

ンオフィスが鎌掛小を紹介。鎌掛小は「中二病」のロ

ケ地に起用された。（１１） 

この一連の流れを見るに、上岡小学校は、完全に鎌

掛をトレースした流れと言えるだろう。 

 

鎌掛小も、「中二病」以降舞台探訪者が絶えない。 

近江鉄道「日野駅」駅前の観光案内所では、レン

タサイクル利用者向けの鎌掛行サイクルマ

ップが常備されている。 

元々内部見学は予約制だったが、探訪者の多さも

あって、蒲生野考現倶楽部メンバーが当番制で土曜・

日曜・祝日のみ常駐。土日祝は予約無しでも無料で見

学可能になっているようだ。（１２） 

校舎内には巡礼ノートも設置。加えて、とある教室

は魔法陣やこたつが設置されるなど、完全に

「中二病」仕様の魔改造が施される残念な事

態に…（１３） 

黒板は落書きで埋め尽くされるのは無論、模造紙

の落書きコーナーも別途用意され、こちらも多数の

寄せ書きで埋め尽くされていた。 

 

とは言えここも、「中二病」を通じての町おこしは

難しいだろう。 

鎌掛自体が「中二病」以外にも様々な作品の舞台に

なっているという事もあろうが、一番の問題は地の

利の悪さである。 

最寄駅である近江鉄道・日野駅へは、京都からでも

電車乗り継ぎで約 2 時間。さらに、日野駅からは５

ｋｍ。鎌掛行のバスも本数が少ないのみならず、日曜

は運休。駅からレンタサイクルの利用となる

が、往復で 2 時間弱は必要だ。 

同じ県内の豊郷や、似た環境の旧上岡小学校に比

べても、難易度は圧倒的に高く、人を選ぶ。 

受入体制も、ＮＰＯ法人のボランティアベースゆ

え、あまり多くを受け入れきれない。 

この辺りの「町おこし」におけるハードル

も、上岡小学校に似ている。 

 

そもそも他所の地域の町おこしは、大洗にせよ鷲

宮にせよ秩父にせよ（共に前巻参照）豊郷にせよ（第

9 章）、人の集まる町の中心部が舞台となり、

町おこしスポットとなっている。 

商工会のサポートもあり、町中心部の商店等、

事業者が競い合うように取組を進める事で、



 

 - 48 -  

成功に至っている。 

大子町上岡小学校にせよ、日野町鎌掛小学校にせ

よ、周辺には商店も無いし、町の中心部から

離れている。そういう地の利の悪さが、来る人を

選ぶ事になるし、町を挙げての取組に広がり

にくいというハンディとなっている事は否めない

だろう。 

人気アニメの舞台だからと言っても、地

理的条件次第では取組が難しいのではないか

と思う。 

 

一方、地理的制約はあっても、「やる気」のある業

者さんがいらっしゃる事もまた事実。こういう業者

のやる気に応えるべく、有意義な取組の道

筋をどうご提案できるか？という点が自分の

課題とも心得る。 

前述の通り、同じやる気のある業者さん同士の「連

合体（アライアンス）」形成、という道筋は一つのご

提案となるだろう。 

それ以外にも実のあるご提案が何かできないもの

か。今後も、しっかりと模索して参りたい。 

（１）大洗の取組は、前著（第 1 巻）をご参照いただきたい。 

（２）大子町を巡る定期観光バスの周遊コースにも、袋田の滝など定番観光地に加え、この上岡小学校も組み込まれるほ

どには、観光名所としての認知度が高まった。 

（３）クックファンブログ「大子町ぷらり旅」 http://cookfan.cocolog-nifty.com/blog/2015/12/post-46f5.html 

（４）当サークルも、2015 年 12 月に「茨城県大子町・上岡小学校観光案内」を贈呈した…がその後 2016 年に入り、

自分の知らぬ間にいつの間にか、「コンテンツツーリズム取組事例集」の方も展示されているみたいだ（12 月に訪問したと

は言え、その後足は運んでいないのだが…汗） 

（５）あんこうニュース「【ガルパン】劇場版の舞台となった旧上岡小学校に行ってきました。」 

http://blog.livedoor.jp/achtung0430/archives/47640802.html 

（６）そもそも「おひさま」「花子とアン」の時にしたって、相当ファンは多く訪れてはいるものの、町が大々的に展開し

た形跡はない。人気コンテンツの追い風があっても「派手に動かない」野が基本方針なのかもしれない。 

（７）戦車をイメージした巨大チャーシューを搭載したオリジナルラーメン。3000 円。一度挑戦してみたいものだ。 

（８）（５）あんこうニュース記事 及び 袋田の滝の駐車場根本 facebookより。 

（９）マップ制作にも費用は掛かるが、現在安倍政権の補正予算にも計上されている「小規模事業者持続化補助金」を活

用する事で多少は賄えると思う。申請書面の準備が面倒だが、他の助成金に比べハードルは低い部類に当たるので、個人事

業主でも取り組みやすい。 http://h27.jizokukahojokin.info/ 

著作権関連は大洗の枠組とは異なるので、その点には細心の注意が必要か。 

（１０）滋賀県庁観光交流局に事務局を構える。 

（１１）滋賀報知新聞「アニメファンの聖地に！日野の旧鎌掛小学校」 

http://shigahochi.co.jp/info.php?type=article&id=A0012296 

（１２）かんたんのゆめ「旧鎌掛小学校訪問」http://kantanbay.org/2013/06/kaigake_chu2koi/ 及び （１１） 

（１３）2013 年3 月6 日訪問時の様子。 
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【コラム】 コンテンツツーリズムの取組における「財源」  

 

「コンテンツツーリズム」の取組に際し、何か誘客

策を講じようとするのは良いが、何をするにしても

お金がかかる。これはシビアな現実だ。 

箱根（第 2 章）の事例では、「箱根補完計画ＡＲス

タンプラリー」という先進技術を用いたスタンプラ

リーサービスが提供されたが、開発費用 3000 万と

の試算もある。たぶん実際にはもう少し安いだろう

とは思うが、それにしても、いったいこの費用は何処

から出たのだろうか？気になるところである。 

この事例に限らず、額の大小はあれども、何

か事を起こすならば「財源」は必要だ。 

どんな財源を確保し、いかに財務面の手当てを図

るか、見逃されがちだが、大切な事である。 

 

中小企業や小規模の事業者が行う事業に関しては、

国や自治体で様々な助成制度や優遇制度が

実施されており、これを活用するのが一つの方向性

だろう。 

書類の作成が面倒、事業に縛りがかかる、事業終

了後に助成が下りる制度が多くキャッシュ

フロー面で苦しい…等良い事ばかりではないが、

各自研究し負担軽減に努めたい。 

最近（2014～15 年度）では、補正予算にて「小

規模事業者持続化補助金」が小規模事業者向け

に出ている。経営計画に基づいて実施する販路開拓

等の取り組みに対し、原則５０万円を上限に補助金

（補助率２/３）を出すというもの。コンテンツツー

リズムの実施は、販路の新規開拓に当てはまると考

えられ、補助の対象になり得るだろう。 

 

地域単位では、地方創生がらみで国から出

る交付金の活用が目立つ。 

安倍政権の地域活性化政策「地方創生」や「一億総

活躍社会の実現」を目的とし、地域単位でこの目的に

沿った独自の政策実施を目指す地域に対し、交付金

を付与するというものだ。 

最近では「地方創生加速化交付金」が、2015

年度補正予算として、約1000億円を計上している。 

 

自治体目線で見れば、地域振興の為に何か事を起

こしたいが、地方自治体の財政はどこも困窮してい

る。中々予算を回せない…。 

そういう状況下において、国がお金を下ろし

てくれるのだから、自治体的には絶好のチ

ャンス、とも言える。 

この交付金を財源に、コンテンツツーリズム深耕

に取り組む自治体も登場した。 

 

香川県観音寺市は、2014 年秋に放映された

アニメ「結城友奈は勇者である」の舞台となっ

た町。 

この町では、「アニメコンテンツ活用地域活性化事

業」の名目で、約 2200 万円の「地方創生加速化交

付金」交付が決定している。（１） 

観音寺市では既に、この事業に関する補正予算案

が承認された。市では、「結城友奈～」絡みで、市内

の観光名所を舞台にキャラクターが登場する映像の

作成や、市内各地にキャラクター看板の設置等を予

定している。（２） 

背景には、地元民の地道な「結城友奈」がらみの活

動や、2015 年 2 月末開催・ＳＤＦ主催の結城友奈

オンリー同人誌即売会「勇者部満開 - 勇者部心得、
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ふたぁつ！ -」が全国各地からファン 300 名を集客

した事などが挙げられるだろう。（３） 

 

また、福岡県鞍手町では、既に２０１５年１１

月には「廃校舎利用による観光を伴うサブカルチャ

ービジネスと創業支援事業」として、国の「地方創

生先行型交付金」として３７５０万円の助成を受

けている（４）が、これに加え２０１６年３月、新た

に「学校まるごとサブカル事業」名目で「地

方創生加速化交付金」として 3000 万円の交付

を受ける事となった。 

鞍手町では、少子化に伴い廃校となった「鞍手南

中学校」の活用方法に苦慮していたところ、福岡市

の企画会社役員・重松克則氏からの「コスプレで

廃校に人を集めては」との提案から、重松氏を

代表とした「合同会社 くらて学園」を立ち上

げた。２０１５年以降、月１回ペースでコスプレイベ

ントを開催しつつ、廃校の保存・管理を行っている。 

今後は、コンテンツの制作・発信やクリエーター育

成といった事業にも参入し、「くらて学園」を「アニ

メ文化の聖地」とする事も目指している。（５） 

 

この他、栃木県小山市・茨城県結城市では「アニメ

を活用した田んぼアート 6 次産業化事業」として

2100 万。熊本県湯前町・高森町では「漫画・アニ

メのメディアコンテンツを活用したしごと創生事業」

として 4000 万円。それぞれ「地方創生加速化交付

金」交付が決定した。（６） 

宮城県も、台湾からの観光客誘致事業の一環

を名目に、アニメ「Ｗａｋｅ Ｕｐ，Ｇｉｒ

ｌｓ！」の短編を、「地方創生先行型交付金」の助

成を受けて制作している（７）。 

地方創生絡みではないが、石川県の能登半島地

震復興基金助成事業に採択されたことから、能

登半島（第 6 章）における「花咲くいろは」町

おこしが深耕した、という事例もある。 

 

「使えるものは使う」貪欲さは必要だ。だから、各

地域が、地方創生関連交付金に群がる事自体は否定

しない。 

しかし、この手の交付金には、「自立性」が求められ

ている。「地方創生加速化交付金」選定基準として、

「事業を進めていく中で、「稼ぐ力」が発揮され、

事業推進主体が自立していくことにより、将来

的に行政からの補助金等に頼らずに、事業と

して自走していくことが可能となる事業であるこ

と。」ともある（８）。 

行政の助成・交付金等公費は、あくまで「カンフル

剤」に過ぎない。公費に依存する体質の事業な

らば、行政が公費を止めれば「即死」だ。

全ての地域・事業者に言える事だが、公費に頼ら

ず財源を確保する事が求められている。 

 

過去の事例から紐解く限り、財源確保策として、以

下の方法が考えられる。 

 

■コスプレイベントの併催 

町のお祭りに、コスプレイベントを併催するとい

う方法は有力だろう。コスプレイヤー及びカメラマ

ンから登録料を徴収する（９）が、これに伴う追加コ

ストは、更衣室の用意など考えられるが、比較的低廉。

同人誌即売会の開催という方法もあるが、収益率は

コスプレイベントに劣る（１０）。 

コスプレイヤーの存在で、祭りに彩りを

もたらすという効果もある。物理的な意味でスペ

ースに余裕があれば、痛車展示会を加えても良い。 

但し、ただ単に開けば良いという訳ではない。参加

者を集める必要があるし、参加者に楽しんでもらえ

る風景・シチュエーションを考えねばならない。コス

プレ導入に伴う、リスクも考慮せねばならない。 
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夕張市の事例（前巻参照）でも触れたが、事前の

集客と当日の運営・盛り上げを任せられる、

「ブレーン」ともなる実績有るイベンター

を招聘する事が望ましい。（というか、地域レベル

ではこの手のノウハウも無いケースがほとんどなの

で、誰かしらブレーンを呼べないと成り立たない） 

女性コスプレイヤーもそれなりに多いだろうから、

女性の気持ちに立てる人材、できれば女性

コスプレイヤー経験者等をブレーンに加える

と、男性には行き届かない細やかな部分にも行き届

くから、地味に助かる存在となるだろう。 

 

■グッズの販売 

制作側の理解・協力の下、権利処理も適

正に行う必要が生じるが、公式グッズを販売する

という方法が一般的だ。秩父市・徳島市の事例（前巻

参照）が該当するだろう。 

鴨川市（前巻参照）のように、「輪廻のラグランジ

ェ」作中に登場した「鴨川エナジー」を商品化した上、

作品ファン以外の一般人をも商売の視野に入れると

いう方向性もある。 

また、大洗町（前巻参照）のように、各事業者に

販促用の缶バッジを販売するという方法は、単

に財源とするのみならず事業者自身の商売における

自助努力を促し、一石二鳥の効果を持つ。 

（飲食店であれば、豊郷（第 9 章）が該当しそう

だが、作品内容に因んだ「オリジナルメニュー」とい

う手もあると思う。） 

なお、グッズ類については一定の「元手」が必要と

なるため、赤字にならないよう、甘い見通しに陥らな

い、しっかりとした需給予測を立てる必要がある

事も申し添えたい。 

 

■特別住民票の発行 

上記「グッズの販売」の項目に近いが、これも制作

側の理解・協力ならびに適正な権利処理が前提とな

る。鷲宮他各地で実施され、１枚 300 円～500 円

が相場と考えられる。 

売上収入を次の町おこし費用の財源に充てる手も

あるし、鷲宮のように街路灯を設置し地域に還元す

るという方法もある。（１２） 

 

■クラウドファンディング等で、ファンから資

金調達 

この方法は、ファンからの支持が篤い事が大前提

なのは、言うまでもない。ファンの支持無くして、資

金調達は難しい。一定の人気が無いと実現は

困難だ。 

出資額に対し返礼品を送るのが通例だが、その返

礼品が、出資へのモチベーションをもたら

すものたる必要もある。 

 

先ず、「クラウドファンディング」の活用が

挙げられる。一種の寄付に近い方式で、主にインター

ネット上を通じ、多数のファンから広く出資を募っ

ている。 

これに関しては、「東北ずん子」のプロデューサー

でもある小田恭央氏の著書に詳しい（１１）ので、そ

ちらをお読みいただきたいところである。 

その「東北ずん子」を通じた地域振興に取

り組む宮城県白石市では、スタンプラリー企画

を定期的に実施している。この企画を実施するにあ

たり、公費助成を活用していた時期もあったが、助

成はいつ打ち切られるか分からないという

考えもあり、現在はクラウドファンディングを利用

した資金調達にシフトしているようだ。（１３） 

 

クラウドファンディングに類似した事例としては、

徳島市「マチ★アソビ」の取組が挙げられる。 

決して財政基盤が盤石とはいえない「マチ★アソ
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ビ」において、「パーソナルスポンサー」と銘打ち、

個人からの資金提供を呼びかけている。 

2015 年 5 月開始の「マチ★アソビ」開催に際し

ては、同年 4 月 10 日までに、少なくとも 800 万

円を超えた援助を受けている。 

資金集めのプラットフォームを自前で用意する代

わり、クラウドファンディングのサイト管理会社に

使用料を払わずに済む事や、目標に達成せずとも収

入ゼロとならずに済む事等、クラウドファンディン

グに無いメリットがある。（１４） 

 

最近目につく事例としては、前巻でも取り上げた

茨城県大洗町の新たな取組だ。 

大洗町は、2015 年 12 月、ふるさと納税制度

の返礼品として、ガルパングッズ 230 品

を導入。2015 年秋の劇場版が人気を呼んでいる事

もあり、これに大勢のファンが殺到。 

2014 年度は約 763 万円だったのに対して、

2015 年 12 月の 1 カ月間だけで 1 億

6000万円を超える申込を受けたとの事（１５）。

ガルパン人気あっての成果だが、新たな財源確保策

として、今後模倣する自治体が増えるであろうと予

想される。 

 

上記以外にも、探せば、或いは知恵を絞れば、使え

そうな策が出てくるかもしれない。 

今後も、自分なりに財源確保策も模索したい。 

 

（１）内閣府地方創生推進「地方創生加速化交付金の交付対象事業の決定について」 

 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/pdf/280318_kouhutaisyou.pdf 

（２）ITmedia ニュース「香川・観音寺市、アニメ「結城友奈は勇者である」コラボで地域活性 2200 万円の予算案」

http://www.itmedia.co.jp/news/articles/1602/24/news136.html 

（３）「勇者部満開 - 勇者部心得、ふたぁつ！ -」http://yu-yu-yu-only.tumblr.com/ 同人誌即売会主催団体「ＳＤＦ」

の手による。ＳＤＦはこの他、艦隊これくしょんの聖地である大湊・舞鶴・江田島・宿毛等でコンテンツツーリズムを意識し

た同人誌即売会を開催している。ＳＤＦによる各地での取組の詳細は、前著「コンテンツツーリズム取組事例集１」参照。 

（４）西日本新聞（2016 年01 月 19 日）「【いまどきの学校・筑豊から】＜７＞廃校舎利用 コスプレ愛好家集う場に」

http://www.nishinippon.co.jp/nnp/national/article/219315 

（５）くらて学園 http://kurategakuen.com/ 及び 毎日新聞（2016 年 03 月 17 日）「福岡・鞍手町:廃校改めオ

タクの聖地...コスプレで町おこし」 

（６）（１）に同じ。熊本県湯前町は、政治風刺漫画家・那須良輔出生地という縁から「湯前まんが美術館(那須良輔記念館)」

を湯前駅前に建立。「ゆのまえ漫画フェスタ」を開催する等漫画での町おこしを模索している。ただ他の町は何をしたいのか

が、2016 年3 月現在ではまだ見えない。特に何かの縁があるようにも見えないが… 

（７）河北新報「＜ＷＵＧ＞被災地舞台の短編アニメ制作へ」 

http://sp.kahoku.co.jp/tohokunews/201512/20151217_13038.html 

（８）（１）に同じ。 

（９）地域により異なるが、相場としてはおおよそ 1000 円以内。 

（１０）何人かの即売会主催に聞いた所、同人誌即売会のみの開催だと赤字基調だが、コスプレ登録料収入でトントンに

持ち込めているとの話を聞くぐらいだ。 
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（１１）小田恭央「クラウドファンディングで資金調達！」（あさ出版・2015）より。 

（１２）山村高淑「アニメ・マンガで地域振興」（東京法令出版・2011）より。 

（１３）2016 年 9 月22 日・宮城県白石市開催、東北ずん子オンリー同人誌即売会「ずんだぱ～てぃ」にて地元の事業

者の方からヒヤリングをいただいた。直近では「東北ずん子の宝さがしスタンプラリーを桜の季節に開催したい！」 

https://greenfunding.jp/lab/projects/1387 で募集。 

（１４）前巻・徳島市の事例参照。 

（１５）茨城新聞（2016 年 1 月8 日）「大洗町の寄付金急増 １２月、１億６０００万円超」
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【総論】 コンテンツツーリズム「成功の法則」を考える 

前巻にて、コンテンツツーリズムの取組事例を、東日本中心に 12 事例。そして本書にて西日本中心に 9 事

例取り上げ、詳細を掘り下げた。 

本来ならば、この事例考察。本書で一通り終わらせる予定だったが、予定以上に取り上げるべき地域・事例

が増加。紙面と時間の制約上、西日本の事例も取り上げ切れずに終わってしまった。 

ただ、本書では、比較的奮わなかった事例や、最終的に挫折してしまった事例も多く含まれて

いる。そういう事例からも考察を深められるのではないかと思う。 

最終的には、2016 年末に最終巻を刊行して締める予定のため、本書においてもまだ「暫定的」なも

のとはなるが、コンテンツツーリズムを「成功」に導くための「法則」を考察して参りたい。 

 

（注）基本的に前巻で触れた内容の「焼き直し」が多いものの、本書での事例を基に、若干の理論見

直しも行っている事を申し添えておきたい。 

 

１．何故、今、私が「コンテンツツーリズム」なのか？  

私は、長年観光関連の業種に身を置いてきたが、も

っと皆のニーズに沿った観光サービスを売

り出す事はできないものか？これまでのビジネスモ

デルとは一線を画した、新しい「ツーリズム」

の動きを見出せないものか？そんな思いを、常々抱

いていた。 

そんな中、「らき☆すた」の舞台として埼玉県久喜

市鷲宮が盛り上がりを見せる動きを筆頭に、各地に

「コンテンツツーリズム」の機運が訪れた。 

これまで一顧すらされぬ地域で、アニメ・マン

ガ等を通じて地域の観光資源・地域の魅力

が掘り起こされ、大勢の来客に恵まれる。 

インターネットが整備された事もあり、ファンが

自らインターネットで聖地情報を発信。それを観た

ファンが地域を訪れる。これまでのような観光協会・

観光業者等の介在が弱い。顧客であるファンの、

自発的・能動的な動きによる観光創造活動

であり、「旅行者目線」が極めて顕著な動きとして、

面白みを感じた。 

政府から「地方創生」が叫ばれる中、疲弊する地

方の活性化策としても、期待を寄せている。 

 

コンテンツツーリズムは、自分自身の趣味領域に

直結するのみならず、私が追い求めたい新しい観光

の動きであり、地方活性化への期待もある。 

私が、ライフワークとして取り組むに値する事象

であると思う。 

今後も、公私の立場を問わず、微力ながらコンテン

ツツーリズムの研究・発展に尽くして参りたい。
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２．コンテンツツーリズムの「定義」と「類型」 

我 「々オタク」の連中が嗜好する、アニメやマンガ

を中心に、最近ではライトノベルやゲーム等も含ま

れているだろうが、そういうオタク連中が好む

作品群を「コンテンツ」として定義する。 

そして、そういうオタク向け作品の力を活かした

観光振興、ならびに地域振興に関する取組や行動を、

私は「コンテンツツーリズム」として定義したい。 

平たく言えば、「コンテンツの力を活用した

地域振興」という事になると思う。 

 

コンテンツ作品の舞台となった地域、所謂「聖地」

への訪問行動。そしてそれを、町おこしに生かす

取組…これを皆様、真っ先に思い浮かべるだろう。本

書でも、羽後町（第７章）を除く全ての地域の取組が、

作品舞台たる事を活かした取組だ。 

ただ私は、ここでもう一つ、「オタク向けイベ

ント」の開催を通じての「地域振興」につい

ても取り上げている。本書では、羽後町と横須賀（第

１章）が該当する。 

イベントの中身としては、痛車展示会やコス

プレ、同人誌即売会、声優トークショー、

ライブ等が挙げられる。どれも（必ずしもその土地

に縁あるとは限らないが）基になる作品が存在する

ので、こういうイベントの開催により観光振興・地域

振興に結び付くのならば、これも、「コンテンツの力」

を活かした「地域振興」と言えるだろう。 

すなわち、「コンテンツツーリズム」は、大きく分

けて以下２つの類型に分けられる。 

 

１．作品舞台の聖地巡礼型 

２．オタクイベント開催型 

 

「コンテンツツーリズム取組事例集」では、この２

類型を取り上げ論じている。 

 

 

３．コンテンツツーリズムの「類型」と商機の掴み方 

では、「コンテンツツーリズム」を、地域側が、い

かに「地域振興」に繋げていけるのか。言葉を変える

と、地域側が、いかにして「商機」を得るか？ 

これは、決して簡単な事ではない。 

 

■作品舞台の聖地巡礼型 

…商機を掴む難しさ、求められる迅速さ 

 

地域が舞台となるアニメ等の作品が登場し、そこ

に舞台探訪で訪れるファンをターゲットとするのが、

このタイプのコンテンツツーリズムだ。 

このタイプで商機を掴む方法は、針の穴に糸を

通す程のか細い可能性、とすら言えるだろう。 

商機を掴むには、「おらが町」が舞台に選ばれるの

を、気長に待つしかない。いわば、「受け身」「待

ち」の商売でもある。 

 

年間で 100～200 作品リリースされるアニメ、

その中でご当地アニメは、多くで 1 割だと思う。 

仮に年間で 1 割・20 作品としても、日本全国の

1700 自治体の中から、「おらが町」が舞台に選ばれ

る確率は、年間ベースで 1％以下。しかも、

単に選ばれるだけではなく、その作品に一定の人

気も必要。「ファン」が付いて来ないと、ファンの「聖
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地巡礼」行動も見られないからだ。 

このマッチングを待つのは、宝くじで、特等の当

たりクジを延々待ち続けるようなものだ。 

 

作品舞台を「おらが町」に誘致する、という考え方

もあるだろう。 

即頭ごなしに否定するものではないが、この方法

を成功させた事例が、所謂オタク向け「コンテ

ンツツーリズム」の文脈において、過去一

つも存在していない点には、留意しておきたい。 

前例が無く、この手法は全く確立できていない。 

 

では、地域側は「待つ」事しかできないのか？ 

となると、決してそんな事はない。寧ろ、日々の

活動こそが、有事に力となる。 

仮に、人気アニメが自分の地域を選んでくれたと

しても、ファンの心を掴めなければ、次いつ来るか分

からない商機を失ってしまう。千載一遇の好機を

確実に掴む事が求められる。 

前巻の久慈・大洗・秩父・鷲宮や、本書の豊郷（第

９章）のような「成功例」に見られる共通の要因は、

地域側が町を取り巻く「来訪するファンの急増」

という情勢の変化を見逃さず、機敏に動い

たことにある。特に豊郷は、「けいおん！」放映直後・

旧校舎群お披露目の時点でヒアリングを試みるなど、

動きが極めて早い。 

何が起こっているかを把握し、機敏に動いた事で、

次いつ来るか分からない「町おこし」絶好のチャンス

を掴み取ったと言えるだろう。 

 

機敏に動くに当たっては、そう動けるだけの「体

質」が備わっていなければならない。 

各事例を見て私が感じた事としては、「成功」を

掴み取った地域は、確実に掴み取れるだけ

の理由があったと思う。 

過去の事例を見るに、アニメ以前から商店街

の活性化事業・町おこし事業等に積極的だ

った地域で、成功を収めている。 

横須賀（第１章）は、アニメ舞台となる以前から、

音楽・映画等の舞台である事を活かした取組を行う

など、フットワークの軽い動きを見せていた。豊郷は、

早い段階から町職員が鷲宮の先行事例を研究し、レ

ポートにまとめ町長にも見せるなど勉強熱心だった。 

こういう過去の経験や知見・蓄積が血肉とな

り、いざ人気コンテンツが到来するや否や、即応し機

敏に動ける「力」として結実している。 

 

極めて月並みな結論だが、こういう結論に至る。 

 

１．（コンテンツ作品とのコラボに囚われず）

日頃から地域活性化の活動に勤しむ 

２．アンテナを広く張り巡らせ、勉強熱心

である事 

 

この辺りが大切な事になってくると思う。 

こんな事、私などに言われなくとも、当たり前の事

だと思うが、日頃からの活動の積み重ね…言

わば「鍛錬」が、いざ人気コンテンツの到

来と共に迅速に対応できる「筋肉」となる

事が、事例を追う中で見えてきたので、「好機をより

確実に掴む為の策」という事で取り上げた。 

日々の取組の積み重ねが、有事に確実にチャンス

をものにできる鍵となり得るのだ。 

 

いざ人気コンテンツが町に到来した時こ

そ「攻め」の時だが、攻め手を緩めてもいけない。 

能登半島（第６章）は、「花いろ」ファンが多数訪

れ「旬」となる時期に、次々と仕掛けていった。横須

賀（第１章）も、定期的・継続的に仕掛けを行い、特

に「Ingress」で成果を上げた。 
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その一方、庄原市（第８章）は少し残念だった。庄

原は、アニメ放映後に取組を休止してしまったが、こ

の手の舞台探訪観光客は、アニメ放映終了後

から１年ぐらいは続くものである。城端町（第

４章）に至っては、放映後３年間までは上り調子だっ

た。庄原は、「これから」のタイミングで攻め

を緩めてしまったのが惜しまれる。 

 

 

■オタクイベント開催型 

…集客力のあるコンテンツ確保が鍵 

 

さてもう一つ、コンテンツツーリズムの「類型」と

して取り上げた、「オタクイベント開催型」。 

こちらの型で商機を掴めるかは、そのイベント

の盛り上がり次第。主催者や地域関係者の努力次

第とも考えられる。こちらで商機を狙うことは、「積

極的」「攻め」の商売と言えよう。 

前巻でも述べたが、運営陣に集客力あるコン

テンツを呼べる人間がいるか？イベントの

内容に、集客力あるコンテンツを仕込める

か？これが「全て」といっても過言ではない。 

前巻の夕張市・水戸市もそうだし、本書で言えば横

須賀の「Ingress」関連イベント（第１章）や、イラ

ストレーター・西又葵氏の知名度や美少女イラスト

で誘客を果たした羽後町の取組（第７章）に顕著だ。 

 

私はかつて、「町おこしイベントのトリニテ

ィモデル」と称するモデルを提唱した。①集客力

を持つコンテンツ②地域業者③結節点（①と

②を結びつける者）の３要素が全て機能する事によ

り成功に至る、という考え方である。

 

                誘致 

 

 

特に、③の働きがポイントだ。③の「結節点」は、

地域の内部をまとめ上げる働き、加えてコンテ

ンツ側に対し「地域の窓口」としての機能を兼ね

備え、地域とコンテンツとの結合を図る存在だ。商

工会等の地元団体が、その役を担う事多い。 

横須賀（第１章）であれば市観光企画課が該当する

し、羽後町（第７章）は山内貴範氏と地元銀行の支店

長が該当する。正確には、山内貴範氏がコンテンツと

の窓口役を担い、地元銀行の支店長らが地元の取り

まとめを図り、両者が相互に連携する。その連携関係

こそが、「結節点」に該当するだろう。 

 

ただ、結果が出てもそれに甘んじてはいけない。 

集客力のあるコンテンツは、あくまで「カンフル

剤」に過ぎない。それに依存し過ぎる事も危険だ。 

仮にコンテンツが、何らかの事情で消えてしまっ

たら、集客力はガタ落ちする。場合によっては、イベ

ントの存続の危機に陥る。羽後町（第７章）だって、

キーマンが動けず「美少女イラストコンテスト」

というイベントが用意できなくなった瞬間、

萌えによる町おこしは崩壊した。 

「地域のファン」を増やしリピーターの

確保に努める事や、集客力のあるコンテンツを他に

も用意して特定コンテンツへの依存度を下

げるなどの方向性もまた、必要だろう。



  

４．コンテンツツーリズムの取組が機能するためには？簡易チェック

これまで見てきた各事例を基にして、コンテンツツーリズムが機能している地域には、ある程度の共通性が

見えてきた。言わば、コンテンツツーリズムを機能させるための「法則」とも言うべきものである。 

「法則」に相当するものを、チェックリストとして、以下まとめさせていただいた。 

 

 

なお、これは本書執筆終了時点での暫定版。次巻執筆後に改めて考察し、チェック項目を見直す予定である。 

 

■集客力を持つ人気コンテンツは、地域に存在するのか？  

 

「オタクイベント開催型」コンテンツツーリズム

に関しては、前節「コンテンツツーリズムの「類型」

と商機の掴み方」で詳述したので割愛させていただ

きたい。 

「作品舞台の聖地巡礼型」に関しては、「コ

ンテンツ」を「元作品」と置き換えてお考えいただき

たい。すなわち、地域を舞台とした元作品に人

気があるのか？という問題だ。 

作品に人気が無ければ、人も来ない。当た

り前の話であるが、これが「コンテンツツーリズム」

において最も重要な部分となろう。 

…だからこそ、宝くじ並に低確率な「ヒット作が我

が町に来る」という事象を待ち続ける事にならざる

を得ないのだが。



  

 

■地域に、その作品に対する「理解」はあるか？ 

■地域に、地域内を取りまとめ、かつコンテンツ側への橋渡し役を行う「結節点」となるキ

ーパーソンはいるのか？  

 

地域側に、作品に対する理解がある。そんな事はも

はや当たり前であろう。作品への理解無くして、

どうしてコンテンツツーリズムが成り立つ

と言えようか。 

ただ、乱暴を申し上げるならば、作品への「理解」

なんてものは「後から付いてくるもの」なのかもしれ

ない。作品に人気が出て、そこに人が集えば、「観光

客が来る」という厳然たる事実を前に「理

解」を迫られる。 

前巻の大洗・鷲宮にしても、最初期は作品への理解

が弱かったものの、現実を前にすれば来訪者をもて

なそうと一生懸命になる。気が付いたら、町ぐるみで

熱心に取り組むようになる。 

 

寧ろ、その地域を取りまとめ、調整役とな

る「キーマン」の存在こそが重要だと思う。 

キーマンが、地域の意向を取りまとめ、権利側との

窓口役を担い、或いは人気コンテンツを招聘する窓

口役を担う。コンテンツと地域とを結びつけ

る、「結節点」としての役割を担う。 

先述「トリニティモデル」で触れた「結節点」に相

当する存在が、「キーマン」として必要だ。 

 

例えば、湯涌温泉（第５章）においては「旅館 山

音」の支配人が「影のキーマン」的存在として、地域

と制作側との「架け橋」となった。穴水町の事例（第

６章）では、のと鉄道が地域に働きかけ、地域祭事を

事実上のファンイベント化させての開催に向け動い

た。豊郷（第９章）では、町の職員が方々に働きかけ、

有志の実働部隊形成に動いた。 

然るべき人物が「キーマン」として鎮座し、「結節

点」としての役割を果たすかどうかが、コンテンツツ

ーリズムが動く上で大切な事だと思う。 

 

※なお、白川郷（第３章）は地域の理解が伴わない例

外的事例である。地域と制作側との関係性が断絶し

ている事もあるが、行政がグッズ販売の自粛を要請

する等、過度の拒否反応も見られる。理由の一つとし

て、既存の観光資源との兼ね合いという問題がある。

これは次項で触れたい。 

 

 

■既存観光資源との「兼ね合い」(NEW!) 

 

他に観光資源が存在しない、もしくは存在しても

さほどウェイトが大きくない地域は、考慮の必要が

無いだろう。 

ただ、他に有力な観光資源が存在する地域は、コ

ンテンツツーリズム取組による、既存観光

資源にもたらす「負の影響」にも注意せねばな

らない。 

白川郷（第３章）は、舞台作品を通じた町おこしに

ついて、非常に消極的だ。これは世界遺産ともな

った既存観光資源のブランドイメージを毀

損する恐れがあるからだ。（それを考慮してもなお、

村側の拒否感の強さに違和感はあるが…） 
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また、世界遺産登録により、外国人等観光客が

激増。その対応に追われ、コンテンツツー

リズムどころではない、という部分も大きい。 

ここでコンテンツツーリズムでの町おこしに取り

組んでも、世界遺産のブランド価値毀損・受

入体制の対応不足等、「負の影響」の発生が

想定される。却ってそっちに手を出さない方が無難

なのかもしれない。 

 

本書コラムで触れた、茨城県大子町・旧上岡小学校

も同様だ。 

昨今、アニメ「ガールズ＆パンツァー」劇場版の舞

台として注目を集めるが、元々このスポットは、Ｎ

ＨＫ朝の連続テレビ小説舞台として名を馳

せた経緯がある。 

たとえガルパンが如何に人気だったとしても、ガ

ルパン色が強くなり過ぎれば、従前の来訪

客が求める「朝ドラ舞台」としての価値が

薄まり、足が遠のくリスクもある。ガルパン

色を強めた取組は、結構難しい。 

 

 

■権利元理解の下、著作権処理ができているか？  

 

特に「作品舞台の聖地巡礼型」に言える話だが、権

利元の地域に対する理解も、「あって当たり前の世界」

である。権利元も、地域の協力をいただく事

で、はじめて作品を世に送り出せる。 

権利元も、地域に対し可能な限り協力するのが筋

であろう。 

（幸い、一部例外を除き、大抵の地域は、権利元が協

力的である。） 

 

とは言え、権利関係の処理が真っ当に行われなけ

れば、権利元からクレームを受ける危険性がある。 

制作側（権利元）自身の知的財産権が阻害され、自

身の商売にも影響するのであれば、権利を行使する

のは当然だ。 

権利関係の処理は、抜かり ⁮ないようにしたい。 

 

権利元が比較的非協力的なのは、横須賀（第１章）

の「艦これ」関連（それ以外の作品権利元はおおむね

協力的）と、豊郷（第９章）ぐらいだろう。それでも

原則、制作側として「公認」はしないだけで、「黙認」

レベルでは成立している。 

（白川郷（第３章）は逆に、権利元はともかく、地域

側の反発が強く「コンテンツツーリズム」が成立しづ

らい環境でもある） 
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■地元事業者の自助努力は為されているか？  

 

「コンテンツツーリズム」は、アニメ・マンガ等コ

ンテンツの力を活用した「地域振興」である。 

コンテンツの到来という「チャンス」を、

いかにして「地域振興」に繋げるか？地域

が「商機」を得るか？という点が問われる。 

人気コンテンツが来ても、他力本願は限度がある。

行政・商工会議所任せで商機が自動的に降

ってくるわけではない。 

地域における商売の「要」は、地域の個

人事業主を含めた商工業者の皆さんだ。彼らの

「自助努力」無くして、真に「商機」をものにす

る事は出来ないだろう。 

 

前巻の大洗・鷲宮等では、各商工業者等が独自

にファン向けの商品を開発。商工会・商工

会議所等がサポートする体制を取っている。 

本書でも、横須賀（第１章）が「艦これ」「アルペ

ジオ」等のファンを意識した形で、独自商品の開発に

努力している。 

能登半島（第６章）も、のと鉄道の取組や、宝達志

水町飲食店の取組が熱心だ。 

豊郷（第９章）も、お店は限られてはいるものの、

熱心に取り組むお店もチラホラ見られるし、箱根（第

２章）も民間業者の取組がチラホラ見られる。 

 

一方、白川郷（第３章）のように村から自粛を要請

されるところは論外としても、羽後町（第７章）のよ

うに特定のキーマン以外に動きが無いのも厳しい。 

 

また、この手の成功例は、事業者が集積する

「商店街」ベースで行われることが多い。近隣商

店の取組に刺激を受けて、他の商店も努力を試みる。

集積地ならではの相乗効果が生じるからだ。 

コラムで触れた大子町のように、たとえお店にや

る気があっても、町の中心部から離れていると取組

は難しい。 

 

「やる気はあるけれども、立地環境で厳

しい所がどう立ち回れるか？」 

 

そこについては答えを出しきれていないが、今後

も良い方法を模索していきたい。 

 

行きつく命題としては、各事業者間における

取組の「輪」をいかに広げていくか？という

事になるのだろうか。 

ここも、私に課せられた「宿題」と捉えている。 
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■地域の中に、ファンが継続的に集える「場」（お店・イベント）が存在するか？  

 

ドラマ・映画などの作品舞台における観光振興の

効果は、おおよそ１～２年程度と言われている。 

どんなコンテンツ作品にも「賞味期限」がある。

賞味期限が切れれば人気も下火になり、地域振興の

効果も減衰する。これを食い止め、如何に持続力を

高めるかも、課題となる。、 

アニメのコンテンツツーリズムも同様だが、アニ

メは、予想以上に長持ちしている所が多い。 

人気のある作品なら、アニメ第二期・第三期…と続

く、或いは劇場版・オリジナルアニメ・ゲーム化等の

メディア展開で作品寿命が延びる。そういう事情も

あるのだろう。 

加えて、それぞれの地域が、できる努力をこ

なした事も大きいと思う。 

リピーターを増やす方向性は幾つかあるが、ここ

で、前巻で提示した【コンテンツツーリズム・

持続化のための簡易フローチャート】を見て

みよう。 

 

【コンテンツツーリズム・持続化のための簡易フローチャート】         一つのコンテンツに頼らず、 

複数コンテンツを集客の力に 

コンテンツツーリズムの持続性を高めるには？                 コンテンツの重層化 

 

 

探訪者の「リピーター」を増やす        地域内のファンコミュニティを形成  イベント・お店等 

 

              訪問者の楽しみを増やす 

（例）名物料理 等身大パネル フラッグ・のぼり 巡礼マップ 町の人のおもてなし 

ファンのつくるコンテンツ（痛絵馬、巡礼ノート、持込グッズ展示、同人イベント） 

 

 

一つのアプローチとしては、【探訪者の「リピ

ーター」を増やす】という方向性だろう。 

地域に何度も足を運ぶ人が増えれば増えるほど、

その分訪問客も増えるし、持続性も高まる。 

（他のアプローチについては後述したい） 

 

リピーターを増やす方向性として、私が真っ先に

主張したい事は、「地域内のファンコミュニテ

ィを形成する」という方向性だ。 

単なるアニメのファンとして訪問した人

たちを、「地域のファン」に変えていくとい

う論もかつて提示されたが（2011,山村）、来訪者を

「地域のファン」化するための方向性でもある。 

 

前巻でも申し上げたが、私が同人誌即売会に積極

的に足を運ぶ理由は、「同人誌即売会に行けば、

仲間に会える」からだ。 

コミックマーケットだって、言い方悪いが、やる内

容は毎回変わらない。それにも関わらず、3 日間 50

万以上の来場者規模を継続している。飽きもせず皆

が足を運ぶのは、グッズや本の購入のみならず、同

窓会的な要素もあるからだ。 
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即売会という「場」を通じた、仲間同士

の「コミュニティ」が、そこには存在する。 

 

本書においては、豊郷（第９章）の例が顕著だろう。

豊郷には、豊郷小学校旧校舎群という皆が集

える場所がある。 

豊郷に「登校」するリピート率は相当高いが、これ

も、「豊郷に行けば仲間に会える」という点が

大きい。元ネタとなるアニメが動きを止めてから年

月が経過した今も尚、多くのリピーターが地域を訪

れているのは、仲間がそこにいるからだ。 

そして、仲間と顔を合わせる回数が増えれ

ば増えるほど、コミュニティは益々堅固に

なる。コミュニティの固さが、訪問のモチ

ベーションをより高める。そういう循環が続く。 

 

「イベント」「お店」等、ファン同士の集える

「場」が存在すれば、そこに顔を出すこと

でファン同士仲良くなる。自然と、ファン

コミュニティが形成される。 

豊郷（第９章）におけるファン組織「豊郷ティー

タイム」は好例だ。城端（第４章）でも、町中の集

会所等を通じファンと地域との交流が生まれ、次い

で熱心なファン組織が地域活動に貢献する所まで発

展している。 

そしてコミュニティの存在が、ファンを足繁く通

わせる動機となる。ファンが顔を合わせる回数に比

例し、コミュニティもより堅固になる。好循環である。 

 

ファンコミュニティの働きは、ファンの

リピーター化に繋がる。 

そして、ファンコミュニティが形成・維持されるた

めには、ファンが継続的に集えるお店なりイ

ベントなり、「場」の存在が重要。だから私は、

コンテンツツーリズムにおいて、地域内におけるお

店・イベント等「場」の存在を相当重要視する。 

 

ただこのファンコミュニティも、万能ではない。弊

害にも注意したい。 

一般論だが、ある程度の年月を経過したコミ

ュニティは、人間関係が固定化し、新しい

仲間が入りにくくなる。組織の硬直化傾向

も出てくる。新しい仲間を歓迎し、新しい風を吹

き込む姿勢を心掛けたい。 

また、ファンが全て善人とも限らない。一

部の心無い者に催事を潰された横須賀の事例（第１

章）、またマナーに欠けた訪問者の存在ゆえ、場内コ

スプレ禁止の判断が下された大子町・上岡小学校（コ

ラム参照）の事例もある。地域民は、ファンコミュ

ニティの暴走リスクにも注意を払う必要がある。 

また、あくまで手弁当の趣味組織なので、城端（第

４章）のように、音頭を取る人がいなくなれば組織も

解散してしまう。手弁当の組織であるがゆえ

の脆さも有している事は、留意したいものである。 
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■ファン自身による主体的な取組が存在するか？  

 

ファンのリピーター化については、もう一つの方

向性を指摘したい。それは、「訪問者の楽しみを

増やす」という方向性だ。 

具体的な方法は様々だ。訪問客をもてなす。名物料

理を振舞う。街中にフラッグやパネルを設置する…。 

色々なアプローチがあると思うが、私は「ファン

のつくるコンテンツが楽しみを増やす」と

いう点を強調したい。 

 

前巻で取り上げたが、鷲宮への「聖地巡礼ブーム」

以降、作品舞台となる地域の寺社仏閣に、「痛絵馬」

の奉納が目立つ。 

鷲宮神社への「らき☆すた」絵馬は勿論、大洗・磯

前神社はガルパン絵馬のみならず、艦これ・那珂の絵

馬も奉納されている。秩父神社や定林寺には「あの

花」、諏訪大社には「東方Ｐｒｏｊｅｃｔ」、秋葉原・

神田明神には「ラブライブ！」。そして本書・白川郷

（第３章）の白川八幡神社には「ひぐらし」の絵馬が

多数、同神社の絵馬売り上げが急増したとの報告も

上がっている。 

こういう痛絵馬を眺めるのも、舞台探訪に

おける「楽しみ」の一つである。 

 

この絵馬は、誰が制作しているのだろうか？舞台

探訪に赴く、我々ファン一人一人に他ならない。 

我々ファンは、旅の記念に、絵馬にイラストなりメ

ッセージなりしたため、寺社仏閣に奉納する。

それも「旅の楽しみ」の一つである。ここで

奉納される絵馬は、一種の「二次創作」である。 

一方、後から来るファンは、そのファンの痛絵馬を

眺めて楽しめる。 

ファンが二次創作を楽しみながらつくり、

それが「コンテンツ化」される。他のファン

が、ファンの生み出したコンテンツを楽しむ。そうい

う「一挙両得」的な構図が、聖地ならではの光景だ。 

 

これは、絵馬だけの話ではない。 

多くの地域に、来訪者向けの巡礼ノートが設置さ

れている。そこにファンがイラストを描いて遊ぶ。後

でそれを、別のファンが眺めて楽しめる。 

豊郷（第９章）は、音楽室の黒板を落書き用に開放

した。それがブログで毎日紹介される事までも考慮

に入れ、それを見にファンが繰り返し訪れる、と計算

しての取組である。 

 

コンテンツツーリズムの特性として「n 次創作

観光」という概念が提唱されたが（岡本,2013）、

ファン自らの「二次創作」をもって、訪問

客皆が楽しめる展開は、コンテンツツーリズム

ならではの構図と言えるだろう。 

観光学の「ホスト／ゲスト論」で言えば、「ホスト」

と「ゲスト」が分離されておらず、「ゲスト」が自

ら「ホスト」役を担っている、という事だろう。 

 

地域側には、こういうファン自らの主体的な

取組こそが、ファン皆の更なる他の楽しみ

を生む、という事でご理解をいただきたい。 

ファンのコンテンツを提示する「場」を、

地域が用意し、それを大切にしてあげる。

それこそが、ファンに対する「おもてなし」にも繋が

る、と考えても良いだろう。 

ファンの「n 次創作」を大切にする事で、

ファンの楽しみが増え、リピーターに繋が

る。この流れを、押さえておきたい。 
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■一つのコンテンツに、依存し過ぎていないか？  

 

前項・前々項では、コンテンツツーリズムの「持続

性」を高める方向性として、「訪問者のリピーター化」

という観点から論じた。言い換えれば、「一つのコ

ンテンツを可能な限り長持ちさせる」とい

う発想からの論である。 

では、地域が一つのコンテンツに依存せず、複数の

コンテンツを持つことで特定コンテンツへの依

存度を低下させる。そういう考え方は取れないも

のか。（実際には、それが難しい地域も多いのは百も

承知だが…） 

一つのコンテンツが輝きを失っても、別のコンテ

ンツの輝きが残っていれば、その地域のコンテンツ

ツーリズムは持続し得る。複数のコンテンツを持ち

「潰しを利かせる」事で、特定コンテンツへの依

存を薄め、持続性を高める事にも繋がる。 

複数のコンテンツを同時に推す、言わば「コンテ

ンツの重層化」という概念も、「コンテンツツーリ

ズム」の持続性を高める一つの方向性と言える。 

 

横須賀（第１章）がその最たる例だろうか。「たま

ゆら」「アルペジオ」「Ingress」と市が様々なコンテ

ンツに手を出しているし、民間有志は「艦これ」に手

を出している。 

南砺市（第４章）も、当初は「True Tears」だっ

たが、地域限定アニメ「恋旅」を投入。「花咲くいろ

は」の舞台・湯涌温泉（第５章）との連携すら模索し

ている。その結果が、この３アニメのキャラを彩る、

両地域を結ぶラッピングバスとして結実した。 

庄原は（第８章）は「君のいる町」アニメ終了後お

となしいが、まだまだチャンスはある。瀬尾公治氏出

身という地の利、加えて瀬尾氏がヒットメーカーで

ある事から、瀬尾氏作品から今後生まれるであろう

ヒット作品を活かす、という戦略も取れる。 

一方、コラムで触れた大子町・上岡小学校の例でも

触れたが、特定のコンテンツに傾斜すると他のコン

テンツ目当ての観光客を失う恐れもあるので、その

点に注意は必要だろう。そこは各コンテンツ間の

「バランス」が求められる。 

 

「オタクイベント開催型」の方が、複数の人

気コンテンツを引っ張りやすいかもしれない。 

横須賀（第１章）のサブカルイベント然り、特定

作品にこだわる必要性が無く、一つの作品

に縛られない展開がメリットとなり得る。あとは、

前節「コンテンツツーリズムの「類型」と商機の掴み

方」で触れたように、集客力あるコンテンツをどのよ

うにねじ込むか、がポイントとなるだろう。 
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■報道を通じた、メディアの支援は存在するか？ 

■行政の支援は、存在するか？あれば、どのようなものか？ 

■コンテンツツーリズムの取組を支える、財務面の裏付けは？ 

■コスプレイベントは、異性装を可としているか？  

 

これらの点は、上記各項に比べれば重要度は劣る

かもしれないが、「コンテンツツーリズム」において

は、備わっている方がより望ましい項目である。 

「財務面の裏付け」については、コラムで詳しく触

れたのでここでは割愛する。 

 

報道に関しては、何かしらイベントが開催され人

が多く集った時などに、報道される傾向が強い。 

全国区の大手マスメディアではなくとも一向に構

わない。地元の小さな新聞、テレビ局でも問題はない。

兎に角何らかの形で報道される事がポイントだ。 

（悪意のない報道たることが前提。もっとも、悪意

をもっての報道は稀だが…） 

一旦報道されれば、それが Twitter 等の

ソーシャルネットワークで拡散され、話題

に上る。知った人は、次にイベントがあれば参加し

たいと思うかもしれない。存在を知らなかった人に、

その存在を知らしめる、宣伝効果がある。 

湯涌温泉（第５章）・能登半島（第６章）の事例は、

地元紙「北國新聞」の報道が尋常ならざるハイペース。

これだけプッシュされれば、火力も相当だ。 

 

とは言え、報道機関だってその存在を知らなけれ

ば、取材にも訪れない。 

地域でできる事としては、催事の度ごとに、プレ

スリリースを小まめに報道機関に送り続ける事か。 

当然、限られた紙面・限られた尺の中、報道する内

容の取捨選択が成される筈だから、相手にされない

事も多い。１社でも報じてくれれば御の字だと思う。 

 

行政の支援については、人的支援・財務支援等様々

あり、一概に評価は難しい。個々の内容を基に、コン

テンツツーリズムに益となるか支障を及ぼすかを、

判断する事になると思う。 

一般論でいえば、公的な信用が担保され対外

折衝等で有利になる側面もある一方、公費が投入

される関係上、催事内容等行政サイドからの

制約や干渉を受けやすい部分もあろう。 

時と場合によりけりだが、行政が絡まない方が身

軽に動けるケースもある。 

 

最後に、「コスプレイベントは異性装を可としてい

るか？」という項目について。 

男性コスプレイヤーの女装キャラコスプレを禁止

するイベントがたまにあるが、そのルールを適用す

ると「何で女装コス禁止なんだ」としつこく突っかか

る連中がいるから、現場の担当者が疲弊する。

女装コスＯＫのイベントも少なくはないが、現在特

段の問題は見かけない。女装コスを禁止した方

が、面倒なリスクを抱える、という事だ。 

そして、異性装コスを求めるコスプレ参加者の

ニーズもある。受け入れた方がその分収益も上がり、

財務面でも助かる。「表現の自由」という観点か

らも、この手の排除は好ましくない。 

異性装コスの禁止は、誰も得をしない。 

 

コスプレイベントを開くのであれば、運営ノウハ

ウのある他所のコスプレイベント経験者を招いて協

力を仰ぐケースが多いと思われる。 

そこで注意すべきは、そのコスプレイベント経験
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者が昔ながらの人間だと、昔のルールや考え方

に引っ張られ、ついつい異性装コス禁止の

ルールを打ち立ててしまう点だろう。 

委託先が定めるルールにも、注意を払いたい。 

 

仮に、異性装コス禁止をルールと定めたならば、執

拗な抗議を受けるのは地域の皆様だ。地域側が、損を

する結果となるだろう。 

 

 

【最後に】取組の「輪」は、広がっているのか？ 

 

これまでコンテンツツーリズムの継続策として、

「ファンコミュニティの形成」だの「ファンがつくる

コンテンツ」だの申し上げてきた。 

これらはコンテンツツーリズムの深耕・持続に欠

かせない要素だが、全て一つのフレーズに収斂され

るように思える。 

 

「取組の「輪」は、広がっているのか？」 

 

結局のところ、ここに行き着くように思えてなら

ない。 

 

行政が取り組むとしても、行政の職員が動くだけ

ではダメ。商工会や観光協会、青年会議所等を巻き込

んで、オールスターの態勢になった方が取組もスム

ーズに進む。自治体のみならず、その周辺外郭団体等

にも町おこし取組の「輪」を広めたい。 

「ファンコミュニティ」の動きにしてもそうだ。一

人のファンが音頭を取るだけでは進まない。他のフ

ァンに取組の「輪」が広まる事で、ファンの主

体的な動きなとなり、コミュニティ活動の活性化・コ

ミュニティの絆を強化させる。 

黒板への落書き・絵馬の奉納等「ファンのつくるコ

ンテンツ」にしても、一人が絵を描いて披露するだけ

では大したものではない。それに触発され、別のファ

ンも絵を描いて披露する。ファンの取組の「輪」

が広まる事で、皆こぞって絵を描くという流れが形

成される。 

 

逆に言うと、取組の「輪」が広まらない地域

の動きは、厳しい。 

大きな成果が上がらなくとも、細々続いていけば

まだ御の字かもしれない。 

どんなに成果を上げていても、ある日突然頓挫す

る事すらある。そういう事例も見てきた。 

 

とは言え。取組の「輪」を広める方法は？と聞かれ

ても、ケースバイケースゆえ簡単には答えられない。 

ただ、少なくとも、コンテンツツーリズムの推進を

志向される方には、取組の「輪」を広める事を、

常に意識するべきではないかと考える。

 

（参考文献）山村高淑「アニメ・マンガで地域振興」（東京法令出版・2011） 

岡本健「ｎ次創作観光」（北海道冒険芸術出版・2013） 
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